
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
と
日
韓
国
交
正
常
化

韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
着
目
し
て
一

成

田

千

尋
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【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
日
韓
会
談
の
妥
結
が
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
本
格
介
入
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削

減
、
日
韓
会
談
を
め
ぐ
る
日
韓
の
世
論
、
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
陸
標
関
係
に
着
目
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
米
国
は
一
九
六
三
年
末
、
経
済
的
な
観
点

か
ら
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削
減
を
優
先
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
に
よ
り
そ
れ
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
韓
国
政
府
の
強
固
な
反
対
と
、
韓
国

の
反
対
世
論
に
よ
る
日
韓
会
談
の
中
断
か
ら
、
米
国
は
日
韓
国
交
正
常
化
を
優
先
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
入
り
日
韓
会
談
が
進
展
す
る

と
、
韓
国
政
府
が
在
韓
米
軍
の
維
持
と
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
継
続
的
に
訴
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
在
韓
米
軍
の
削
減
は
不
可
能
に
な
り
、
米
国
は

韓
国
軍
の
派
兵
を
受
け
入
れ
る
他
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
米
国
は
日
韓
の
世
論
の
間
で
介
入
へ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
B
韓
会
談
の
早
期
妥
結

の
た
め
に
尽
力
し
た
。
結
果
的
に
、
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
よ
り
日
本
世
論
が
日
韓
会
談
に
反
発
を
強
め
る
寸
前
に
、
会
談
は
妥
結
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
九
巻
二
号
　
工
○
一
六
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
（
以
下
日
韓
会
談
）
は
、
一
九
五
～
年
一
〇
月
の
予
備
会
談
開
始
か
ら
、
一
九
六
五
年
六
月
二
二
日
の
調
印
ま
で
に

一
四
年
近
く
の
歳
月
を
要
す
る
、
外
交
史
に
残
る
難
交
渉
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
議
題
は
、
多
く
が
日
本
の
植
民
地
支
配
に
起
因
す
る
　
脚

も
の
で
あ
り
、
本
来
は
「
過
去
清
算
」
を
意
図
し
た
交
渉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
自
由
主
義
陣
営
の
結
束
を
意
図
し
た
　
2
9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

米
国
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
B
曳
網
の
「
三
国
間
交
渉
」
と
い
え
る
ほ
ど
、
米
国
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
、
米
国
が
日

韓
会
談
へ
の
介
入
を
強
め
て
い
く
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
、
韓
国
で
は
四
月
革
命
、
日
本
で
は
安
保
闘
争
と
市
民
の
運
動
に
よ
っ
て
政
権
の

安
定
が
揺
ら
ぐ
事
態
が
相
次
い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
米
国
は
世
論
の
動
向
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
日
韓
両
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
本
研
究
は
、
日
韓
会
談
の
妥
結
時
期
が
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
本
格
介
入
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
な
ぜ

こ
の
時
期
に
会
談
が
妥
結
に
至
っ
た
の
か
を
、
外
交
交
渉
に
日
韓
両
国
の
世
論
が
与
え
た
影
響
に
も
注
意
を
払
い
つ
つ
、
実
証
的
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
特
に
、
日
韓
会
談
妥
結
や
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
介
入
を
本
格
化
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
同
気
期
に

進
行
し
て
い
た
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
悪
化
を
懸
念
し
た
米
国
が
日
韓
会
談
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
先
行
研
究
に

よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
日
韓
国
交
正
常
化
と
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
の
最
も
初
期
の
研
究
と
し
て
は
、
米
国
の
文
書

を
活
用
し
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
六
年
に
か
け
て
の
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
と
日
韓
会
談
を
め
ぐ
る
韓
米
交
渉
に
焦
点
を
当
て
た
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ム
・
ジ
ユ
ル
（
窓
B
｝
ぞ
巳
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
日
韓
会
談
へ
の
米
国
の
関
与
や
、
最
終
的
な
交
渉
の
成
立
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

李
鍾
元
や
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
D
・
チ
ャ
（
≦
。
§
U
．
0
9
）
が
同
じ
く
米
国
の
外
交
文
書
を
活
用
し
包
括
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
木

宮
正
史
は
、
～
九
六
〇
年
代
韓
国
の
輸
出
志
向
型
工
業
化
の
展
開
を
可
能
に
し
た
国
際
政
治
的
条
件
と
し
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
、
韓
国
軍
ベ

ト
ナ
ム
派
兵
の
重
要
性
に
注
目
し
、
米
国
の
文
書
に
加
え
利
用
可
能
な
韓
国
側
の
文
書
も
活
用
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究

　
　
　
④

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
以
降
に
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
関
す
る
史
料
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
韓
国
で
ベ
ト
ナ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

派
兵
に
関
す
る
研
究
も
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
主
に
外
交
交
渉
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時

期
に
行
わ
れ
て
い
た
日
韓
会
談
へ
の
米
国
の
介
入
と
、
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
め
ぐ
る
韓
米
交
渉
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
に
対
し
、
本
研
究
で
は
政
府
間
の
交
渉
に
日
韓
の
世
論
が
与
え
た
影
響
や
、
日
韓
会
談
妥
結
と
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
具
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体
化
の
時
期
的
な
相
関
関
係
に
も
注
目
し
検
討
を
行
う
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
政
府
間
で
は
日
韓
会
談
早
期
妥
結
で
意
見
が
一
致
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
交
渉
が
長
期
化
し
た
重
要
な
要
因
と
し
て
、
日
韓
の
世
論
の
動
向
が
あ
っ
た
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
反
共
意
識

の
強
い
韓
国
世
論
と
反
戦
意
識
の
強
い
日
本
世
論
の
問
に
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
に
対
す
る
反
応
に
明
確
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
や
、
間
接
的
に
は
日
韓
会
談
へ
の
介
入
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
の
変
化
に
伴
う
米
国
の
介
入
の
変
遷
に
留
意
し
つ
つ
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
「
過
去
清
算
」
の
問
題
が
置
き
去
り
に
さ
れ
ま

ま
、
玉
虫
色
の
条
約
が
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。
特
に
、
先
行
研
究
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、

第
七
次
会
談
に
お
け
る
竹
島
問
題
へ
の
米
国
の
関
与
に
つ
い
て
も
焦
点
を
当
て
た
い
。

　
ま
た
、
日
韓
国
交
正
常
化
と
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
関
係
に
着
目
し
た
先
行
硬
究
に
お
い
て
は
、
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
は
、
米
国
の

対
韓
支
援
の
維
持
を
目
的
と
し
た
「
対
米
カ
ー
ド
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
朴
政
権
が
～
九
六
～
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
提
起

し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
は
効
力
を
発
揮
し
な
か
っ
た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
ベ
ト
ナ
ム
介
入
を
選
択
し
た
た
め
に
大
き
な
外
交
上
の
武
器

と
な
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
韓
国
に
と
っ
て
の
対
米
カ
ー
ド
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
同
意
す
る
が
、
当
初
米
国
が

ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
韓
国
交
正
常
化
以
前
の
段
階
で
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
韓
国
側
に
有
利
に
働
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
前
述
し
た
ベ
ト
ナ
ム
期
日
ハ
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
韓
国
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

戦
闘
部
隊
派
兵
を
積
極
的
に
推
進
し
た
背
景
に
、
一
九
六
四
年
以
降
顕
在
化
し
た
米
国
の
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削
減
計
画
に
対
す
る
危
機
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
米
国
が
な
ぜ
在
韓
米
軍
で
は
な
く
韓
国
軍
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
十

分
に
実
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
米
国
が
在
韓
米
軍
撤
退
お
よ
び
韓
国
軍
派
兵
を
日
韓
会
談
の
進
行
過
程
と
結
び

付
け
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
着
目
し
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
目
か
け
て
の
日
韓
会
談
の
進
展
と
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策

の
相
関
関
係
の
変
遷
を
、
世
論
の
影
響
も
含
め
複
合
的
に
分
析
し
、
会
談
が
妥
結
に
至
っ
た
時
期
的
な
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
の
こ
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と
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
が
い
か
な
る
時
代
的
制
約
の
中
で
実
現
さ
れ
た
の
か
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
第

七
次
会
談
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
一
助
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
史
料
と
し
て
は
、
近
年
公
開
が
進
ん
だ
日
韓
の
外
交
文
書
を
使
用
す
る

と
と
も
に
、
．
．
き
鳶
喧
帖
沁
職
ミ
ご
蕊
ミ
ミ
鴨
S
翰
§
織
防
ミ
駐
、
、
に
加
え
、
先
行
研
究
で
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
、
韓
国
国
立
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

図
書
館
所
蔵
の
米
国
務
省
の
史
料
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
国
務
省
と
日
韓
駐
在
の
米
大
使
館
の
問
で
交
わ
さ
れ
た
電

文
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
米
国
が
日
韓
会
談
の
進
展
と
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
て
考
え
て
い
た
か
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
ワ
例
P
凱
O
湊
卿
一
　
ω
Φ
O
¢
吋
陣
け
《
　
O
O
¢
口
O
跨
げ
ヴ
例
ω
O
）
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
対
韓
政
策
に
関
与
し
た
コ
マ
ー
（
幻
O
ぴ
①
尻
け
　
ぐ
『
．
｝
〈
O
h
P
Φ
同
）
の
文
書
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
米
国
の
介
入
の
実
態
を
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に

し
た
い
。
第
一
章
で
は
、
一
九
六
一
年
前
ら
～
九
六
四
年
初
頭
に
か
け
て
の
日
韓
会
談
の
進
展
と
隠
米
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

①
李
鍾
元
、
木
宮
正
史
、
浅
野
豊
美
編
噸
歴
史
と
し
て
の
日
韓
国
交
正
常
化
－

　
東
ア
ジ
ア
冷
戦
編
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）
三
－
六
頁
、
吉
澤
文

　
寿
「
日
韓
国
交
正
常
化
と
残
さ
れ
た
課
題
」
『
戦
争
責
任
研
究
㎞
六
六
（
二
〇
〇

　
九
年
V
二
五
－
二
六
頁
、
李
鍾
元
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
近

　
代
日
本
研
究
会
編
噌
戦
後
外
交
の
形
成
』
（
山
川
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
二
七

　
二
－
二
七
三
頁
参
照
。

②
ξ
巳
窓
弾
、
．
q
G
。
■
磐
α
円
。
お
p
ぎ
≦
Φ
臼
四
日
卵
管
臼
Φ
智
。
き
－
凶
。
お
四

　
↓
話
讐
質
ω
Φ
鉾
魯
8
「
も
。
①
2
脱
一
借
．
牢
。
ω
萱
葺
鴫
二
重
ぎ
ゆ
¢
①
g
ρ
．
．
冨
》
’

　
望
ω
ω
興
欝
け
δ
員
（
釦
頃
輿
く
鉾
島
¢
巳
く
①
邑
q
レ
㊤
O
一
）
．
同
様
の
研
究
と
し
て
、
型
刈
層

　
「
一
九
⊥
ハ
五
遇
載
望
号
皿
碧
磐
糾
舛
剛
豆
“
ロ
聾
困
O
O
盲
櫨
胃
一
筆
司
晋
d
つ
朝
磐

　
（
封
韓
）
d
中
皿
碧
岡
」
『
遇
号
碧
利
斜
エ
朴
芒
良
。
』
　
二
六
（
一
）
　
（
工
○
〇
四
年
）

　
が
あ
る
。

③
李
鍾
元
、
前
掲
論
文
、
≦
。
8
円
O
．
O
冨
コ
九
六
五
遥
駐
望
み
丁
丑
唱
恕
刈
召

　
鰍
曙
妊
電
想
ス
唱
導
瑚
エ
智
」
『
載
号
叫
号
刈
層
判
』
一
三
（
｝
〉
（
一
九
九
七

　
年
）
。

④
木
宮
正
史
コ
九
六
〇
年
代
韓
国
に
お
け
る
冷
戦
外
交
の
三
類
型
一
日
韓
国

　
交
正
常
化
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
、
A
S
P
A
C
」
小
此
木
政
夫
、
文
正
仁
編
咽
市

　
場
・
国
家
・
国
際
体
制
』
（
慶
懸
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
～
年
）
。

⑤
叫
司
量
「
剛
三
暑
叫
曽
。
向
暑
誹
山
農
司
唱
な
再
碧
一
司
号
ロ
τ
刈
干
ス
τ
智

　
0
一
里
」
　
『
O
q
「
門
司
遡
㎞
七
四
　
（
二
〇
〇
⊥
ハ
年
二
月
）
、
を
ス
τ
君
「
釜
」
人
τ
遡
閣
ロ
丁
・
至

　
靖
到
妊
司
普
洲
（
一
九
六
四
～
六
六
）
　
剛
三
扉
ロ
聾
出
。
唱
醤
。
琶
ス
τ
想
皇
量
」

　
欝
「
朴
斗
耳
芝
㎞
五
二
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
、
喜
層
晋
「
斜
碧
聾
望
超
　
叫
碧

　
司
．
尋
年
三
層
早
脚
註
司
思
置
闘
乱
旦
珠
玉
組
目
」
欝
「
朴
川
遡
』
八
八
（
二
〇

　
〇
九
年
八
月
）
な
ど
。

⑥
　
叫
剛
丑
、
前
掲
論
文
。

⑦
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
H
P

　
の
「
剛
釧
人
丁
碧
円
暑
暑
」
〈
≦
≦
≦
b
ド
O
q
ρ
ζ
＼
巳
＼
縣
ゆ
雷
ω
Φ
四
〇
『
＼
黛
。
旨
導
く
①
辞
ω
①
貴
。
『

　
す
娼
〉
か
ら
R
G
五
九
（
Ω
8
㊦
巨
寄
8
凌
ω
o
団
島
①
U
8
輿
§
Φ
響
。
団
Q
り
円
田
け
Φ
）

　
の
文
書
を
閲
覧
。
以
下
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
名
、
シ
リ
ー
ズ
名
の
み
を
記
す
。
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第
一
章
　
冷
戦
激
化
の
予
兆

第
一
節
　
朴
正
煕
政
権
の
成
立
と
安
保
闘
争
の
余
波

米国のベトナム戦争介入と日韓国交正常化（成田）

　
ま
ず
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
日
韓
会
談
の
進
展
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
停
滞
を
続
け
て
い
た
日
韓
会
談
は
、
一
九
六
〇

年
の
四
月
革
命
に
よ
っ
て
李
承
晩
政
権
が
崩
壊
し
、
八
月
に
成
立
し
た
張
勉
政
権
が
日
韓
交
渉
の
早
期
妥
結
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。
安
保
闘
争
後
に
成
立
し
た
池
田
勇
人
政
権
の
中
に
対
韓
慎
重
論
が
帳
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
側
は
当

初
関
係
改
善
に
消
極
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
一
月
に
発
足
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
（
｝
。
ぎ
国
内
Φ
嘗
①
身
）
政
権
が
日
本
の
政
治
・
経
済
的
役
割
の

拡
大
を
重
視
し
日
韓
交
渉
に
も
積
極
的
に
関
与
し
た
た
め
、
四
月
頃
か
ら
日
韓
両
国
は
交
渉
妥
結
に
向
け
て
急
接
近
の
兆
し
を
見
せ
る
よ
う
に

　
　
①

な
っ
た
。

　
そ
の
翌
月
に
勃
発
し
た
韓
国
軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
日
米
両
国
に
衝
撃
を
与
え
、
会
談
も
再
び
中
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
た
に
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

権
を
掌
握
し
た
朴
正
煕
を
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
と
し
た
軍
事
政
権
も
、
日
韓
国
交
正
常
化
に
積
極
姿
勢
を
見
せ
た
。
当
時
の
韓
国
の
経
済

状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
経
済
を
立
て
直
す
た
め
の
日
本
か
ら
の
資
金
の
導
入
は
不
可
避
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
韓
国
で

ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
こ
と
で
日
韓
国
交
正
常
化
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
っ
て
い
た
た
め
、
池
田
政
権
は
国
内
の
状
況
を
配
慮
し
、
軍
事
政
権

に
対
し
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
一
九
五
九
年
か
ら
安
保
闘
争
が
高
ま
り
を
見
せ
た
こ
と
か
ら
、
池
田
政
権
は
対
内
的
に
は
「
低
姿
勢
」
で
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

み
、
「
所
得
倍
増
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
国
民
の
眼
を
政
治
か
ら
経
済
に
向
け
さ
せ
、
支
持
を
取
り
戻
そ
う
と
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
日
本
政
府
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
主
要
な
原
因
は
韓
国
の
経
済
的
な
窮
状
で
あ
る
と
認
識
し
、
韓
国
軍
事
政
権
を
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
、

よ
り
必
要
に
な
っ
た
と
も
考
え
て
い
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
一
九
六
一
年
六
月
に
予
定
さ
れ
た
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
を
前
に
し
た
米
国
政

府
は
、
「
二
国
乱
の
交
渉
に
は
直
接
干
渉
し
な
い
と
い
う
政
策
に
一
貫
し
て
従
う
が
、
双
方
が
前
向
き
で
理
解
力
が
あ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
奨
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④

励
す
る
役
割
を
果
た
す
」
、
と
い
う
方
針
を
固
め
た
。

　
六
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
で
韓
国
が
議
題
と
な
っ
た
際
、
池
田
は
「
日
本
に
と
っ
て
最
も
困
難
な
問
題
は
韓
国
問
題

だ
」
と
述
べ
、
「
最
近
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
結
果
、
（
中
略
）
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
米
国
が
韓
国
を
援
助
す

る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
経
済
的
安
定
を
回
復
す
る
た
め
に
韓
国
を
支
援
す
る
考
え
も
表
明
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
こ
れ
に
対
し
、
日
米
が
非
常

に
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
同
意
し
、
米
国
は
新
た
な
政
権
を
民
政
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
、
こ
れ
に
は
時
間
が
必
要
だ
と
述
べ
、
「
日
韓
協
定
の
締
結
」
が
、
状
況
の
改
善
に
最
も
助
け
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
後
、
韓
国
政
府
が
日
本
政
府
に
会
談
再
開
に
向
け
た
積
極
的
な
働
き
か
け
を
続
け
、
米
国
政
府
か
ら
も
会
談
再
開
に
向
け
て
の
強
い
要

請
が
あ
っ
た
た
め
、
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
日
本
政
府
も
、
八
月
に
は
会
談
を
「
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
」
に

　
　
⑥

達
し
た
。
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
第
六
次
日
韓
会
談
が
再
開
さ
れ
、
朴
正
煕
訪
米
を
前
に
＝
月
＝
一
日
に
池
田
・
朴
会
談
が
設
定
さ
れ
、
会
談

早
期
妥
結
で
意
見
の
一
致
を
見
た
。

第
二
節
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
提
起

　
次
に
、
同
時
期
の
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
朴
正
煕
政
権
と
米
国
政
府
の
間
で
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
つ
い
て
最
初
の
議

論
が
行
わ
れ
た
の
は
、
池
田
・
朴
会
談
の
直
後
に
行
わ
れ
た
、
朴
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
の
時
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族

戦
線
（
以
下
解
放
戦
線
）
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
は
米
国
が
支
援
す
る
ゴ
・
ゲ
イ
ン
・
ジ
エ
ム
（
Z
α
q
O
望
魯

U
δ
欝
）
政
権
に
対
す
る
抵
抗
運
動
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
米
国
政
府
内
で
は
介
入
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り
、
会
談
の
前
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
承
認
に
よ
り
、
国
防
総
省
で
南
ベ
ト
ナ
ム
で
の
米
軍
の
使
用
に
つ
い
て
の
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
会
談
の
申
で
、
ケ
ネ

デ
ィ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
へ
の
懸
念
を
示
し
、
「
最
終
的
な
手
段
は
米
軍
の
使
用
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
り
す
ぎ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
し
、
朴
に
意
見
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
朴
の
回
答
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
前
略
）
（
朴
は
1
筆
者
註
。
以
下
同
）
米
国
が
重
い
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
自
由
主
義
陣
営
の
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
に
よ

っ
て
こ
の
責
任
を
減
ら
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
主
義
陣
営
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
（
朴
）
が
日
韓
国
交
正
常

化
を
重
視
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
韓
国
は
強
力
な
反
共
国
家
と
し
て
、
極
東
の
安
全
に
貢
献
す
る
た
め
に
最
大
限
の
こ
と
を
す
る
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
米
国
の
承
認
と
支
援
が
あ
れ
ば
、
韓
国
は
ベ
ト
ナ
ム
に
韓
国
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
通
常
の
軍
隊
が
望
ま
し
く
な
け
れ
ば
、
義
勇

兵
を
募
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
自
由
主
義
陣
営
の
国
家
の
問
に
団
結
し
た
行
動
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
（
後
略
）
。

米国のベトナム戦争介入と日韓国交正常化（成田）

　
朴
に
と
っ
て
日
韓
国
交
正
常
化
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
は
、
自
由
主
義
陣
営
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
結
び
つ
い
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
朴
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
深
い
感
謝
の
意
を
示
し
、
翌
日
に
詳
細
に
つ
い
て
議
論
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
。
た
だ
し
、
翌
日
朴
が
米
国
を
発
つ
前
に
ケ
ネ
デ

ィ
を
訪
問
し
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
派
兵
意
思
が
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
際
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
時
期
が
適
切
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
、
駐
韓
米
国
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

使
を
通
じ
て
連
絡
を
続
け
る
と
約
束
し
た
。
ま
た
、
朴
が
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
提
起
し
た
こ
と
は
公
に
は
さ
れ
ず
、
共
同
声
明
で
は
、
韓
国
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
米
国
が
継
続
的
に
軍
事
・
経
済
援
助
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
韓
国
世
論
も
朴
訪
米
の
成
果
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
も
、
韓
国
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
支
援
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
一
九
六
二
年
四
月
に
は
、
韓
国
政
府
は
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
要
請
に
応
え
、
援
助
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
、
軍
事
視
察
団
の
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
派
遣
を
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
に
米
国
は
関
与

し
て
お
ら
ず
、
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
バ
ー
ガ
ー
（
Q
D
曽
陣
門
Φ
一
一
∪
■
U
u
Φ
「
ゆ
q
Φ
「
）
駐
韓
米
国
大
使
は
、
視
察
団
の
派
遣
の
結
果
さ
ら
に
大
規
模
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

視
察
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
側
面
が
出
て
く
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
五
月
三
日
に
こ
の
件
に
つ
い

て
金
薫
育
中
央
情
報
部
長
と
メ
ロ
イ
（
O
ξ
ω
ζ
①
ξ
）
将
軍
が
議
論
し
た
際
、
金
は
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
米
国
の
努
力
を
補
完
し
た
い
と
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

べ
、
「
東
洋
人
が
東
洋
人
を
助
け
る
必
要
性
」
を
強
調
し
た
。
同
日
、
駐
韓
米
国
大
使
館
な
ど
か
ら
報
告
を
受
け
た
国
務
省
は
、
視
察
団
の
派

遣
を
認
め
る
考
え
を
示
し
、
鑑
識
ベ
ト
ナ
ム
米
国
大
使
館
を
通
し
て
、
視
察
団
が
南
ベ
ト
ナ
ム
援
助
軍
と
密
接
に
連
動
し
て
活
動
す
る
よ
う
韓
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⑧

国
政
府
に
要
請
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
米
国
政
府
は
韓
国
政
府
の
派
兵
へ
の
積
極
性
を
抑
え
る
側
に
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削
減
計
画
の
顕
在
化
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一
九
六
三
年
に
入
る
と
、
状
況
は
米
国
の
望
ま
な
い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
日
韓
会
談
は
、
一
九
六
二
年
中
は
米
国
の
積
極
的
な
仲
介

努
力
も
あ
っ
て
進
展
し
、
＝
月
に
は
請
求
権
総
額
を
無
償
三
億
・
有
償
二
億
・
民
間
商
業
借
款
一
億
以
上
と
し
た
「
金
・
大
平
メ
モ
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

日
韓
間
で
合
意
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
三
年
初
頭
以
降
、
韓
国
軍
事
政
権
内
部
で
内
紛
が
激
化
し
、
再
び
会
談
の
早
期
妥
結
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

望
め
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
加
え
て
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
も
、
同
年
一
月
目
ア
プ
バ
ッ
ク
の
戦
闘
で
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
軍
が
大
損
害
を
被
っ
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
米
国
政
府
は
、
以
前
か
ら
在
韓
米
軍
と
韓
国
軍
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑰

が
、
同
年
四
月
以
降
、
核
兵
器
を
在
韓
米
軍
二
個
師
団
と
韓
国
軍
削
減
の
代
替
と
す
る
こ
と
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
が
ア
ジ
ア
の
自
由
主
義
陣
営
に
あ
た
え
る
政
治
的
影
響
の
大
き
さ
や
、
兵
力
削
減
を
提
起
す
る
こ
と
が
秋
に
控
え
て
い
る
韓
国
の

大
統
領
及
び
国
会
議
員
選
挙
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
韓
国
の
兵
力
削
減
計
画
は
定
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
一
月
で
あ
っ
た
。
一
一
月
一
日
未
明
、
米
国
の
黙
認
の
下
で
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
決
行
さ
れ
、

ジ
エ
ム
政
権
は
転
覆
し
、
政
治
的
空
白
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
混
乱
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
三
週
間
後
に
ケ

ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
、
副
大
統
領
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
回
じ
《
】
P
α
O
P
　
U
σ
．
H
O
げ
冨
ω
O
踵
）
が
大
統
領
へ
と
昇
格
し
た
。
一
方
、
韓
国
で
は
一
〇
月
の

大
統
領
選
挙
で
朴
正
煕
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、
一
一
月
の
国
会
議
員
選
挙
で
は
与
党
・
共
和
党
が
圧
勝
し
、
朴
政
権
は
民
政
移
管
に
よ
っ
て

文
民
政
府
へ
と
移
行
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
米
国
は
兵
力
水
準
の
削
減
を
韓
国
政
府
に
提
起
し
始
め
た
。
両
軍
の
削
減
計
画
を
バ
ー
ガ
ー
か

ら
知
ら
さ
れ
た
金
聖
恩
国
防
部
長
官
は
、
在
韓
米
軍
の
撤
退
が
政
府
の
能
力
と
米
国
の
韓
国
防
衛
意
思
へ
の
信
頼
を
損
な
い
か
ね
な
い
こ
と
、

韓
国
軍
は
韓
国
に
と
っ
て
主
要
な
安
定
剤
で
あ
り
、
大
統
領
の
支
持
基
盤
で
あ
る
韓
国
軍
を
削
減
す
れ
ば
大
統
領
へ
の
支
持
も
失
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
兵
力
削
減
を
実
施
し
な
い
よ
う
嘆
願
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
在
韓
米
軍
に
つ
い
て
は
当
面
の
削
減
は
計
画
し
て
い
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な
い
と
し
た
が
、
将
来
的
な
削
減
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
韓
国
軍
削
減
に
つ
い
て
は
、
「
韓
国
の
経
済
状
況
を
改
善
す
る
た
め
」
だ
と
し
て
、

米
国
政
府
内
で
削
減
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
韓
国
政
府
と
協
議
す
る
考
え
を
示
し
た
。
金
は
、
米
国
が
韓
国
軍
削
減
を
望
む
理
由

は
理
解
で
き
る
が
、
韓
国
軍
は
「
自
由
主
義
陣
営
の
防
衛
の
た
め
に
保
持
し
て
い
る
最
も
安
い
軍
隊
だ
」
と
し
て
、
再
び
こ
れ
を
実
施
し
な
い

　
　
　
　
⑱

よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
、
そ
の
後
も
兵
力
削
減
に
向
け
た
計
画
の
検
討
を
続
け
た
。

　
同
時
に
、
米
国
政
府
は
日
韓
国
交
正
常
化
に
向
け
て
の
圧
力
を
強
化
し
た
。
既
に
前
年
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
葬
儀
に
朴
大
統
領
と
池
田
首

相
が
揃
っ
て
参
席
し
た
際
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
ラ
ス
ク
（
O
Φ
器
凌
ω
障
）
国
務
長
官
は
、
別
燗
に
開
か
れ
た
両
者
と
の
面
談
に
お
い
て
、
日
韓

国
交
正
常
化
へ
の
米
国
の
関
心
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
が
実
現
し
、
日
本
が
対
韓
経
済
支
援
の
上
で
米
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

補
完
す
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
兵
力
削
減
に
対
す
る
反
対
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。
ラ
ス
ク
は

一
月
末
に
も
東
京
、
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
へ
の
関
心
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
韓
国
で
は
兵
力
水
準
に
つ
い
て
も

協
議
し
た
が
、
朴
は
兵
力
削
減
が
政
治
的
不
安
定
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
現
状
維
持
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
韓
国
政
府
は
ラ
ス
ク
の
訪
韓
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
駐
韓
米
国
大
使
館
に
覚
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
こ
で
も
兵
力
水
準
が
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の
状
況
と
の
関
係

で
、
「
米
軍
の
存
在
と
強
力
な
韓
国
軍
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
自
由
主
義
陣
営
の
一
部
に
お
け
る
共
産
主
義
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
監
視
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
日
韓
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
韓
国
政
府
が
「
（
日
韓
国
交
正
常
化
が
）
日
韓
両
国
は
も
ち
ろ
ん
、

自
由
主
義
陣
営
の
利
益
の
た
め
に
も
重
要
だ
と
い
う
幅
広
い
視
野
か
ら
、
早
期
の
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
」
と
い
う
確
固
と
し
た
政
策
を
維

持
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
韓
国
の
国
民
感
情
な
ど
か
ら
国
内
で
深
刻
な
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
米
国
政
府
に
問
題
解
決

の
た
め
の
協
力
を
求
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
韓
国
の
朴
正
煕
政
権
は
、
自
由
主
義
陣
営
の
利
益
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
政

権
成
立
の
直
後
か
ら
日
韓
国
交
正
常
化
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
が
、
韓
国
軍
事
政
権
に
対
す
る
国
内
の
反
発
を
懸

念
し
た
日
本
の
池
田
政
権
の
消
極
姿
勢
や
、
軍
事
政
権
の
内
紛
な
ど
か
ら
、
請
求
権
の
金
額
が
合
意
さ
れ
て
以
降
日
韓
会
談
は
停
滞
し
て
い
た
。
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米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
を
望
み
、
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
が
、
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
慎

重
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
三
年
＝
月
以
降
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
が
悪
化
す
る
と
、
米
国
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
在

韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
の
削
減
を
計
画
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
は
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
韓

国
政
府
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
で
あ
り
、
韓
国
政
府
は
兵
力
水
準
の
維
持
を
求
め
る
と
と
も
に
、
日
韓
国
交
正
常
化
の
早
期
妥
結
に
向
け
、

米
国
政
府
と
の
関
係
を
強
め
る
努
力
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
一
九
六
四
年
一
二
月
の
第
七
次
日
韓
会
談
開
始
に
至
る

ま
で
の
、
韓
米
両
政
府
の
日
韓
会
談
及
び
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

①
前
掲
、
李
鍾
元
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
二
七
四
⊥
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目
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韓
会
談
と
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朴
正
熈
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金
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大
平
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史
、
浅
野
豊
美
編
、
前
掲
書
を
参
照
。

⑯
高
崎
宗
司
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は
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二
月
以
降
の
日
韓
会
談
の
進
展
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
ラ
ス
ク
が
二
月
に
も
駐
米
日
本
・
韓
国
大
使
に
対
し
、
「
日
本
の
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
会
会
期
内
の
批
准
」
を
希
望
す
る
米
国
政
府
の
強
い
意
向
を
本
国
政
府
に
伝
え
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
月
か
ら
日
韓
閣
僚
間
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で
協
議
が
再
開
さ
れ
た
。
駐
韓
米
国
大
使
館
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
両
国
と
も
国
交
正
常
化
の
実
現
に
向
け
て
「
十
分
な
努
力
を
す
る
こ
と
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

定
し
た
」
状
況
で
あ
り
、
丁
一
権
外
務
部
長
官
は
、
四
月
半
ば
ま
で
に
合
意
が
得
ら
れ
る
と
予
測
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
進
展
し
始
め
た
日
韓
会
談
は
、
韓
国
の
日
韓
会
談
反
対
運
動
の
激
化
に
よ
っ
て
再
び
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
金
・
大
平
メ

モ
」
の
立
役
者
で
あ
っ
た
金
鍾
泌
民
主
共
和
党
議
長
が
、
三
月
二
三
日
目
東
京
で
「
五
月
初
旬
に
日
韓
協
定
が
調
印
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
発
言

し
た
翌
日
か
ら
は
、
全
国
の
主
要
都
市
で
学
生
や
市
民
に
よ
る
大
規
模
な
日
韓
会
談
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
朴
政
権
が
金
を
帰
国
さ
せ
た

こ
と
な
ど
か
ら
運
動
は
い
っ
た
ん
下
火
に
な
っ
た
が
、
五
月
以
降
は
政
権
批
判
の
色
合
い
を
強
め
て
さ
ら
に
高
揚
し
、
六
月
三
日
に
は
～
般
大

衆
を
含
む
約
五
万
名
が
ソ
ウ
ル
市
内
に
繰
り
出
し
、
市
街
戦
さ
な
が
ら
の
混
乱
が
起
き
た
（
六
・
三
事
態
）
。
朴
政
権
は
こ
れ
を
受
け
て
、
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
一
円
に
非
常
戒
厳
令
を
宣
布
し
た
。
韓
国
の
運
動
の
激
し
さ
は
、
米
国
の
予
想
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
米
国
は
、
朴
政
権
の
強
硬
姿
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
消
極
的
な
が
ら
支
持
す
る
反
面
、
金
鍾
泌
が
運
動
の
標
的
と
な
っ
て
い
る
と
み
て
、
彼
の
影
響
を
排
除
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
韓
国
の
反
対

世
論
を
い
か
に
抑
え
る
か
は
、
こ
の
後
も
韓
米
両
政
府
間
の
懸
案
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
同
時
期
に
、
米
国
政
府
は
二
月
か
ら
北
ベ
ト
ナ
ム
奇
襲
攻
撃
作
戦
及
び
ト
ン
キ
ン
湾
上
で
の
哨
戒
作
戦
な
ど
の
隠
密
軍
事
作
戦
を
開
始
し
、

序
々
に
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
介
入
を
深
め
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
を
め
ぐ
り
、
中
立
化
論
議
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
金
権
哲
元
首
相

は
外
遊
先
で
行
っ
た
記
者
会
見
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
立
化
は
「
韓
国
に
不
利
に
な
る
」
と
し
、
「
韓
国
は
決
し
て
中
立
国
家
に
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

だ
ろ
う
。
韓
国
は
西
方
自
由
民
主
主
義
と
紐
帯
を
結
ぶ
自
由
国
家
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た
。
帰
国
後
、
金
は
三
月
初
旬
に

バ
ー
ガ
ー
駐
韓
米
国
大
使
に
対
し
、
側
人
的
な
意
見
と
し
て
三
、
四
千
名
の
韓
国
戦
闘
部
隊
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る
意
思
が
あ
る
と
明
ら
か

に
し
、
丁
長
官
ら
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
、
バ
ー
ガ
ー
は
韓
国
戦
闘
部
隊
の
参
戦
が
日
韓
会
談
に
悪
影
響
を
与
え
う
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
ど
か
ら
、
派
兵
の
副
次
的
影
響
に
つ
い
て
徹
底
的
な
考
慮
が
必
要
だ
と
注
意
を
促
し
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
が
参
戦
し
た
場
合
、
反
戦
的
な
日

本
の
世
論
を
刺
激
し
、
日
韓
会
談
反
対
運
動
が
強
ま
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
月
＝
日
日
に
は
、
訪
日
を
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

東
南
ア
ジ
ア
を
巡
算
し
て
い
た
金
蝿
泌
が
特
使
と
し
て
サ
イ
ゴ
ン
へ
赴
き
、
韓
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
間
の
紐
帯
の
強
化
に
A
呈
思
し
た
。

40　（268）



米国のベトナム戦争介入と日韓国交正常化（成田）

　
五
月
初
旬
に
米
国
政
府
が
非
同
盟
国
を
含
む
二
五
国
に
対
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
支
援
の
拡
大
を
求
め
る
と
、
駐
韓
米
国
大
使
館
か
ら

要
請
を
受
け
た
韓
国
政
府
は
即
座
に
同
意
し
、
協
議
の
結
果
、
韓
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
に
…
個
外
科
医
療
部
隊
と
　
○
人
の
テ
コ
ン
ド
i
指
導
者

を
派
遣
す
る
こ
と
が
六
月
に
決
定
さ
れ
た
。
韓
国
政
府
は
米
国
が
戦
闘
部
隊
の
派
兵
を
要
請
し
な
い
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
が
、
米
国
政

府
は
南
ベ
ト
ナ
ム
が
戦
闘
部
隊
派
兵
を
要
請
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
ゲ
リ
ラ
戦
の
性
質
が
特
に
第
三
国
か
ら
の
地
上
軍
の
使
用
に
不
適
切
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
し
て
こ
れ
を
断
っ
た
。
加
え
て
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
は
、
援
助
を
求
め
た
時
点
で
は
、
韓
国
と
台
湾
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
介
入
を
招
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
の
た
め
に
、
支
援
は
軍
事
的
な
性
質
の
も
の
以
外
に
限
定
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
も
、
米
国
は
依

然
と
し
て
戦
闘
部
隊
の
投
入
は
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
本
格
的
な
介
入
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
金
聖
恩
国
防
部
長
官
は
、
七
月
に
非
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

闘
部
隊
の
派
遣
を
発
表
し
、
韓
国
非
戦
闘
部
隊
は
九
月
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
向
け
て
出
発
し
た
。
韓
国
で
は
、
非
戦
闘
部
隊
派
遣
に
対
す
る
表
立

っ
た
批
判
は
み
ら
れ
ず
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
東
亜
日
報
は
社
説
で
、
「
我
々
に
も
う
少
し
余
裕
が
あ
れ
ば
、
共
産
軍
と
の
実
戦
経
験
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

わ
が
国
軍
部
隊
を
少
し
動
員
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
（
中
略
）
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
だ
」
と
派
兵
を
む
し
ろ
肯
定
的
に

捉
え
て
い
た
。
こ
の
時
の
韓
国
世
論
の
反
応
は
、
そ
の
後
も
韓
国
政
府
が
戦
闘
部
隊
派
兵
を
積
極
的
に
推
進
す
る
判
断
材
料
と
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

第
二
節
優
先
順
位
の
転
換

　
日
韓
会
談
の
中
断
は
、
計
画
さ
れ
て
い
た
韓
国
の
兵
力
削
減
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
月
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
指
示

に
よ
り
、
在
韓
米
軍
一
個
師
団
の
撤
収
と
そ
の
再
配
置
が
国
務
省
・
国
防
総
省
・
国
際
開
発
局
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
韓
国
の
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

的
不
安
定
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
実
施
が
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
国
務
省
は
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
が
緊
迫
し
て
い
る
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
兵
力
の
再
配
置
が
、
中
国
な
ど
に
米
国
が
極
東
か
ら
撤
退
し
よ
う
と
し
て
い
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
一
方
で
、
同
時
期

に
大
平
正
芳
外
相
が
北
朝
鮮
と
の
関
係
構
築
に
積
極
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
も
、
米
国
政
府
に
危
機
感
を
与
え
て
い
た
。
以
前
駐
韓
米
国
大
使
館
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で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
グ
リ
ー
ン
（
ζ
ρ
機
ω
げ
P
一
一
　
∩
一
因
Φ
①
口
）
国
務
省
極
東
担
当
副
次
官
補
は
、
バ
ー
ガ
ー
駐
韓
米
国
大
使
へ
の
手
紙
で
、
日
韓
国
交

正
常
化
が
さ
ら
に
遅
れ
れ
ば
韓
国
政
府
の
国
際
的
な
立
場
が
低
下
す
る
の
に
加
え
、
日
本
が
北
朝
鮮
と
韓
国
を
同
等
に
み
な
す
よ
う
に
な
る
こ

と
で
韓
国
の
学
生
や
知
識
人
が
統
一
問
題
に
お
い
て
左
傾
化
す
る
と
い
う
懸
念
を
示
し
、
で
き
る
限
り
早
い
国
交
正
常
化
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
補
償
と
漁
業
問
題
を
切
り
離
し
た
「
限
ら
れ
た
」
国
交
正
常
化
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
丁
長

官
や
朴
大
統
領
か
ら
こ
の
案
に
対
す
る
意
見
を
聞
き
、
両
者
か
ら
賛
同
を
得
る
と
と
も
に
、
米
国
が
交
渉
に
公
的
に
関
与
す
る
こ
と
へ
の
要
望

　
　
　
⑮

も
受
け
た
。

　
バ
ー
ガ
ー
か
ら
「
限
ら
れ
た
国
交
正
常
化
」
及
び
米
国
の
介
入
拡
大
に
対
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
駐
日
米
国
大
使
館
は
、
前
者
に
つ
い
て

は
B
本
政
府
も
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
B
本
人
が
米
国
の
介
入
を
警
戒
し
て
い
る
た
め
、
公
然
と
介
入
し
な
い
方
が
良
い
と
指
摘
し

⑯た
。
し
か
し
、
議
論
の
結
果
、
バ
ー
ガ
ー
に
代
わ
り
ブ
ラ
ウ
ン
（
ぐ
く
一
二
目
口
吋
O
O
　
O
．
b
u
吋
O
≦
冨
）
が
新
駐
韓
米
国
大
使
に
着
任
す
る
機
会
に
、
日
韓
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

交
正
常
化
に
対
す
る
米
国
の
関
与
を
表
明
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
特
別
面
談
が
設
定
さ
れ
た
。
N
S
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ス
タ
ッ
フ
の
コ
マ
ー
は
、
面
談
に
あ
た
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
論
点
を
提
案
し
た
。
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・
（
成
果
の
上
が
ら
な
い
翼
長
援
助
を
こ
れ
以
上
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
）
遅
れ
に
遅
れ
た
日
韓
国
交
正
常
化
を
最
優
先
と
す
る
。
日
本
に
負
担
を

共
有
さ
せ
よ
う
。
国
交
正
常
化
が
も
た
ら
す
六
億
ド
ル
の
日
本
の
援
助
の
他
に
、
我
々
は
日
韓
の
間
の
自
然
な
経
済
的
結
び
つ
き
を
取
り
戻
し
た
い
。

　
（
後
略
）

・
大
統
領
閣
下
は
個
人
的
に
在
韓
米
軍
五
万
入
を
削
減
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
我
々
は
東
南
ア
ジ
ア
で
よ
り
多
く
を
必
要
と
し
て
い
る
。
（
中
略
）
五
五

万
人
と
い
う
大
規
模
な
韓
国
軍
も
、
こ
の
貧
し
い
国
に
と
っ
て
ひ
ど
い
足
手
ま
と
い
（
α
話
α
q
）
に
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
閣
下
は
こ
れ
ら
の
削
減
を
、

共
産
中
国
に
問
違
っ
た
シ
グ
ナ
ル
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
の
た
め
に
延
期
し
て
き
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
そ
れ
が
い
つ
可
能
に
な
る
か
注

視
し
て
お
く
べ
き
だ
。



米国のベトナム戦争介入と日韓国交正常化（成田）

　
こ
こ
に
お
い
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
は
在
韓
米
軍
削
減
に
優
先
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
七
月
三
一
日
に
予
定
通
り
面
談
が
行
わ
れ
、
日
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

国
交
正
常
化
が
最
優
先
課
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
務
省
か
ら
の
電
文
を
通
じ
て
日
韓
の
米
国
大
使
館
に
も
伝
達
さ
れ
た
。
こ
の
電
文
に
よ
り
、

完
全
な
国
交
正
常
化
で
な
け
れ
ば
韓
国
の
経
済
発
展
に
大
き
く
貢
献
で
き
な
い
と
し
て
、
米
国
の
最
終
的
な
目
的
は
完
全
な
国
交
正
常
化

（
貯
罵
　
ω
Φ
け
け
一
①
b
P
Φ
塞
け
）
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
国
務
省
は
米
国
の
公
的
な
交
渉
へ
の
関
与
が
日
本
の
左
派
を
刺
激
す
る
こ
と
を
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

草
し
、
中
道
（
巳
塗
Φ
8
霞
の
Φ
）
を
選
択
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
「
最
優
先
」
と
い
う
言
葉
は
両
国
大
使
館
を
激
励
す
る
た
め
に
使
わ

れ
た
面
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
面
談
の
直
後
に
ベ
ト
ナ
ム
で
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
が
起
き
、
日
韓
両
国
が
異
な
る
反
応
を
見
せ
た
た
め
、
米
国
は
日
韓
両
政
府
に
対
す
る

働
き
か
け
を
よ
り
慎
重
に
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
は
五
日
に
報
復
と
称
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
の
貯
油
施
設
な
ど
に
対
す
る

空
爆
を
行
い
、
報
復
措
置
を
と
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
声
明
書
を
両
政
府
に
示
し
た
。
ま
た
、
七
日
に
は
米
国
議
会
上

下
両
院
で
、
大
統
領
に
「
自
由
な
戦
争
権
限
」
を
与
え
る
決
議
（
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
）
が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
、
日

本
政
府
は
米
国
の
反
撃
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
つ
つ
、
「
事
態
が
速
や
か
に
収
拾
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」
と
の
官
房
長
官
談
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
発
表
し
、
ま
た
日
本
共
産
党
を
は
じ
め
と
し
た
＝
二
七
団
体
は
、
米
国
に
対
す
る
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。
一
方
、
韓
国
で
は
抗
議
行
動
は

み
ら
れ
ず
、
朴
正
煕
大
統
領
は
声
明
に
つ
い
て
、
「
ベ
ト
ナ
ム
共
産
軍
の
新
た
な
侵
略
行
為
に
対
抗
し
、
ど
の
よ
う
な
犠
牲
も
顧
み
ず
、
東
南

ア
ジ
ア
の
安
全
を
守
ろ
う
と
す
る
米
国
の
決
心
を
明
白
に
表
明
し
た
も
の
」
だ
と
し
て
、
「
韓
国
国
民
と
と
も
に
歓
迎
し
支
持
す
る
」
と
回
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
、
こ
の
や
り
と
り
は
韓
国
で
も
報
道
さ
れ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
が
緊
迫
す
る
申
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
東
京
で
日
本
政
府
関
係
者
に
交
渉
妥
結
の
た
め
の
努
力
を
促
し
た
後
ソ
ウ
ル
に
赴
任
し
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
が
国
交
正
常
化
を
公
式
的
に
支
持
す
る
用
意
が
あ
り
、
国
交
正
常
化
が
米
国
の
対
韓
経
済
支
援
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を
保
障
し
た
。
そ

の
後
も
数
度
に
わ
た
っ
て
韓
国
政
府
高
官
ら
と
会
談
し
、
国
務
省
、
駐
日
米
国
大
使
館
な
ど
に
対
し
、
目
的
の
実
現
の
た
め
に
米
国
が
取
る
べ

き
方
法
を
提
案
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
吉
田
茂
元
総
理
が
親
善
の
た
め
に
早
期
に
訪
韓
す
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
な
ど
に
加
え
、
日
韓
会
談
再
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⑭

開
を
促
進
す
る
た
め
、
日
米
韓
の
指
導
者
が
三
者
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
完
全
な
国
交
正

常
化
の
追
求
及
び
ブ
ラ
ウ
ン
の
提
案
の
ほ
と
ん
ど
に
賛
成
し
た
が
、
三
者
会
談
に
つ
い
て
は
強
い
懸
念
を
示
し
た
。
こ
の
会
談
が
韓
国
で
効
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
米
国
と
日
本
の
政
府
高
官
が
同
時
に
訪
韓
し
た
こ
と
が
公
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
日
本
で
は
左
派
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

発
と
い
う
、
「
深
刻
な
逆
効
果
」
を
生
む
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
後
、
米
国
政
府
は
韓
国
政
府
の
要
請
を
受
け
、
吉
田
訪
韓
を
実
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

せ
る
よ
う
日
本
政
府
に
働
き
か
け
を
続
け
た
が
、
日
本
世
論
の
反
発
な
ど
を
懸
念
し
た
日
本
政
府
は
、
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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第
三
節
日
韓
会
談
再
開
へ

　
こ
の
後
も
、
各
国
政
府
間
で
は
日
韓
会
談
早
期
再
開
に
向
け
た
交
渉
が
重
ね
ら
れ
た
。
九
月
に
入
る
と
、
国
務
省
は
再
び
日
韓
関
係
を
改
善

す
る
た
め
の
提
案
を
日
韓
駐
在
の
米
国
大
使
館
に
要
請
し
た
。
九
月
か
ら
漁
業
問
題
を
め
ぐ
っ
て
日
韓
関
係
が
悪
化
し
た
の
に
加
え
、
池
田
首

相
が
病
気
に
よ
り
入
院
し
た
た
め
、
日
韓
会
談
再
開
の
め
ど
は
立
た
な
か
っ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
日
本
政
府
に
日
韓
会
談
を
推
進
す
る
意

思
が
あ
る
の
は
確
実
だ
と
し
て
、
「
最
も
必
要
な
の
は
日
韓
国
交
正
常
化
が
韓
国
の
た
め
に
絶
対
的
に
必
要
だ
と
韓
国
の
人
々
を
説
得
す
る
と

と
も
に
、
政
治
的
自
殺
（
や
O
目
瓜
O
巴
　
ω
償
一
〇
一
α
①
）
を
行
わ
な
く
て
も
そ
れ
が
可
能
だ
と
韓
国
政
府
に
確
信
さ
せ
る
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
」
と
述

　
⑳
べ
た
。
九
月
一
四
日
に
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
（
国
。
び
Φ
陰
芝
．
ゆ
興
器
巳
国
務
次
官
補
代
理
が
訪
韓
し
、
丁
一
権
国
務
総
理
ら
と
日
韓
会
談
の
見
通
し

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
丁
は
米
国
が
よ
り
積
極
的
に
交
渉
に
参
加
す
る
よ
う
に
嘆
願
し
た
が
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
米
国
が
国
交
正
常
化
を
指
令
し

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
れ
ば
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
社
会
主
義
者
が
そ
れ
を
利
用
し
、
日
本
政
府
が
交
渉
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
い
う
日
本
政
府
高
官
の
懸
念
に
触
れ
、
交
渉
へ
の
参
加
を
否
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
丁
は
米
国
が
会
談
再
開
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
米
国
政
府
が
韓
国
政
府
高
官
を
米
国
に
招
待
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
重
視
し
て
い
る
と
強
調
す
る
こ
と
、
日
本
政
府
が
吉
田
元
総
理

の
訪
韓
に
合
意
す
る
よ
う
奨
励
す
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
日
本
政
府
も
吉
田
訪
韓
の
可
能
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

が
交
渉
再
開
の
契
機
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
し
、
丁
に
保
証
を
求
め
た
。
丁
は
交
渉
再
開
が
韓
国
政
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府
の
意
思
だ
と
し
た
が
、
自
身
の
発
言
を
引
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
が
話
題
に
な
っ
た
際
、
丁
は
戦
闘
部
隊

派
兵
の
意
思
を
表
明
し
た
が
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
得
策
で
な
い
と
し
て
こ
れ
を
断
っ
た
。

　
そ
の
後
、
韓
国
政
府
は
朴
大
統
領
が
翌
年
四
月
に
訪
米
を
意
図
し
て
い
る
と
ブ
ラ
ウ
ン
大
使
に
伝
達
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
訪
米
が
日
韓
会

談
の
支
援
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
米
国
が
朴
政
権
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
機
会
に
も
な
る
と
し
て
好
意
的
に
捉
え
、
訪
日
・
訪
韓

を
前
に
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ン
デ
ィ
（
毒
葭
鋤
ヨ
℃
．
b
d
彗
身
以
下
、
W
・
バ
ン
デ
ィ
と
略
記
）
極
東
担
当
国
務
次
官
補
に
、
朴
の
訪
米
が
ホ
ワ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ハ
ウ
ス
で
熟
考
さ
れ
る
よ
う
求
め
た
。
W
・
バ
ン
デ
ィ
は
九
月
末
か
ら
訪
日
し
た
後
、
一
〇
月
一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
訪
韓
し
、
両
国
に

対
し
日
韓
交
渉
の
再
開
を
促
し
た
。
こ
の
際
に
W
・
バ
ン
デ
ィ
は
、
訪
日
の
際
に
得
た
情
報
と
し
て
、
日
本
政
府
が
吉
田
訪
韓
の
代
替
策
と
し
て
、

椎
名
悦
三
郎
外
務
大
臣
ま
た
は
黄
田
多
喜
夫
外
務
次
官
の
訪
韓
を
考
慮
し
て
い
る
と
李
外
務
部
長
官
に
伝
え
た
。
李
は
翌
B
、
椎
名
の
訪
韓
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
し
、
米
国
側
に
訪
韓
実
現
に
向
け
て
の
協
力
を
要
請
し
た
。
韓
国
政
府
は
そ
の
後
、
日
韓
会
談
再
開
に
向
け
て
、

一
〇
月
二
一
日
中
薪
た
に
警
束
酢
を
駐
日
代
表
部
大
使
（
以
下
駐
日
大
使
）
、
斐
義
換
を
苗
席
代
表
に
任
命
し
た
。
さ
ら
に
、
李
は
訪
韓
を
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
椎
名
宛
て
の
手
紙
を
金
に
携
帯
さ
せ
、
着
任
し
た
金
は
、
椎
名
及
び
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
、
椎
名
の
訪
韓
実
現
へ
の
協
力
を
強
く
求
め
た
。

韓
国
側
の
積
極
性
の
背
景
に
は
、
同
月
実
施
さ
れ
た
中
国
の
核
実
験
の
成
功
を
は
じ
め
と
し
た
、
国
際
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
会
談
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
池
田
首
相
の
退
陣
に
よ
り
、
＝
月
九
日
に
佐
藤
栄
作
が
後
任
と
し
て
内
閣

総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
佐
藤
は
一
九
六
一
年
か
ら
自
民
党
外
交
調
査
会
の
日
韓
問
題
懇
談
会
の
メ
ン
バ
1
に
な
る
な
ど
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

韓
関
係
の
改
善
に
対
し
て
意
欲
を
見
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
韓
国
政
府
も
佐
藤
の
首
相
就
任
に
歓
迎
の
意
を
示
し
た
。
「
国
民
の
強
い
委
任
が

与
え
ら
れ
た
事
柄
の
み
を
行
う
と
い
う
基
本
姿
勢
」
を
と
っ
た
池
田
と
は
異
な
り
、
佐
藤
は
就
任
直
後
か
ら
米
国
の
ア
ジ
ア
戦
略
へ
の
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
協
力
姿
勢
を
示
し
、
日
韓
会
談
再
開
に
対
し
て
も
積
極
的
だ
っ
た
。
椎
名
外
相
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
の
会
談
後
、
韓
国
の
要
請
に
応
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
月
半
ば
に
訪
韓
す
る
と
＝
月
二
八
日
に
返
答
し
た
。
＝
月
二
五
日
に
日
韓
双
方
が
会
談
を
再
開
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
＝
一
月
三
日
か

ら
第
七
次
会
談
が
始
ま
っ
た
。
同
時
期
に
、
韓
国
政
府
高
宮
ら
が
再
度
ブ
ラ
ウ
ン
に
朴
大
統
領
の
翌
年
春
の
訪
米
へ
の
希
望
を
伝
え
た
た
め
、

45 （273）



ブ
ラ
ウ
ン
は
、
朴
の
訪
米
は
日
韓
会
談
妥
結
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
期
に
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
た
め
に
役
立
つ
と
し
て
、
日
韓
会
談

再
開
後
に
訪
米
の
期
日
を
判
断
す
る
こ
と
が
良
い
と
国
務
省
に
報
告
し
た
。
以
後
、
朴
訪
米
の
期
日
に
つ
い
て
米
国
政
府
内
で
検
討
が
開
始
さ

　
⑰

れ
た
。

46　（274）

第
四
節
米
韓
の
ベ
ト
ナ
ム
介
入
拡
大

　
日
韓
会
談
が
進
展
を
見
せ
た
～
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
は
悪
化
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
＝
月
三
日
の
大
統
領
選
挙
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
大

統
領
に
当
選
し
た
直
後
か
ら
、
W
・
バ
ン
デ
ィ
極
東
担
当
国
務
次
官
補
を
議
長
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の

再
検
討
を
行
い
、
二
つ
の
段
階
か
ら
な
る
爆
撃
計
画
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
当
面
は
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
安
定
化
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
韓
国
政
府
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
に
も
積
極
的
な
関
心
を
示
し
た
。
一
〇
月
の
W
・
バ
ン
デ
ィ
訪
韓
の
際
も
、
韓
国
政
府
は
在
韓
米
軍
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

模
を
維
持
す
る
重
要
性
を
強
調
す
る
一
方
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
韓
国
軍
を
使
用
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
伝
え
て
い
た
。
＝
～
月
一
〇
日
、

駐
米
韓
国
大
使
と
な
っ
た
金
顕
哲
の
要
請
に
応
え
、
グ
リ
ー
ン
国
務
省
極
東
担
当
副
次
官
補
が
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
に
対
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
行
い
、
米
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
共
通
の
目
標
を
遂
行
す
る
た
め
に
第
三
国
の
支
援
を
重
視
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
ブ
ラ

ウ
ン
は
朴
大
統
領
に
、
技
術
者
や
工
兵
な
ど
の
提
供
を
打
診
し
た
。
朴
は
、
韓
国
政
府
は
可
能
な
限
り
南
ベ
ト
ナ
ム
に
支
援
を
行
い
た
い
と
し
、

加
え
て
「
米
国
の
さ
ら
な
る
強
力
な
行
動
が
、
解
放
戦
線
の
打
倒
や
近
隣
諸
国
か
ら
の
支
援
を
得
る
こ
と
に
有
益
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、

戦
闘
部
隊
二
個
師
団
を
派
兵
す
る
用
意
が
あ
る
と
も
申
し
出
た
。
た
だ
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
ま
だ
外
部
の
戦
闘
部
隊
を
導
入
す
る
時
期
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
て
、
こ
の
見
方
を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
伝
え
る
と
述
べ
た
の
み
だ
っ
た
。
工
兵
部
隊
の
派
遣
は
、
一
月
二
六
日
に
韓
国
国
会
で
承
認
さ

　
⑫

れ
た
。

　
一
月
に
入
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
弱
体
化
と
相
次
ぐ
解
放
戦
線
の
攻
勢
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
～
月
二

七
日
に
、
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ
（
ζ
。
0
8
嶺
Φ
じ
σ
§
身
以
下
、
M
・
バ
ン
デ
ィ
と
略
記
）
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
は
、
マ
ク
ナ
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㊨

マ
ラ
国
防
長
官
と
共
通
の
意
見
と
し
て
、
政
策
を
よ
り
強
硬
な
方
向
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
進
言
し
た
。
M
・
バ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
代
理
と
し
て
南
ベ
ト
ナ
ム
に
赴
い
た
が
、
そ
の
最
中
で
あ
る
二
月
七
日
に
プ
レ
イ
ク
の
米
軍
基
地
が
攻
撃
を
受
け
た
こ
と

（
プ
レ
イ
ク
事
件
）
か
ら
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
持
続
的
爆
撃
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
M
・
バ
ン
デ
ィ
は
、
帰
国
し
た
当
日
、

金
駐
米
韓
国
大
使
に
対
し
て
も
、
米
国
が
報
復
攻
撃
を
行
う
と
伝
え
た
。
金
が
韓
国
は
追
加
派
兵
の
要
求
に
応
じ
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
対
し
、
M
・
バ
ン
デ
ィ
は
現
状
で
は
追
加
派
兵
の
必
要
は
な
い
と
し
た
が
、
こ
の
発
言
を
歓
迎
し
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
米
国
が
介
入

を
強
化
す
る
方
針
だ
と
朴
大
統
領
に
伝
え
た
際
、
朴
は
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
決
定
が
完
全
に
正
し
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
南
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ナ
ム
に
お
い
て
米
国
の
弱
化
や
撤
退
を
示
唆
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
共
産
主
義
者
か
ら
の
攻
撃
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。

こ
の
後
、
米
国
は
三
月
二
日
か
ら
恒
常
的
な
北
爆
（
ロ
ー
リ
ン
グ
・
サ
ン
ダ
ー
作
戦
）
を
開
始
し
、
直
接
介
入
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
旦
は
規
定
路
線
と
な
っ
た
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
の
削
減
は
、
韓
国
に
お
け
る
日
韓
会
談
反
対
運
動
の
激
化
に
よ
っ
て

中
断
さ
れ
、
米
国
は
当
初
は
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
た
日
韓
国
交
正
常
化
の
実
現
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
韓
会
談
再
開
の
た
め
、

韓
国
政
府
も
ま
た
米
国
が
直
接
日
韓
会
談
に
参
加
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
米
国
の
介
入
が
日
本
世
論
の
反
発
を
呼
ぶ
こ
と
へ
の
懸
念
や
、

直
後
に
起
き
た
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
に
対
す
る
日
本
世
論
の
動
向
か
ら
、
膚
効
な
打
開
策
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
一
一
月
に
世
論
よ
り
も
米
国
の

ア
ジ
ア
戦
略
を
重
視
す
る
佐
藤
政
権
が
登
場
し
た
こ
と
が
、
日
韓
会
談
再
開
の
契
機
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
、

韓
国
政
府
が
米
国
の
政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
た
た
め
、
米
国
は
当
初
の
意
図
と
は
逆
に
、
さ
ら
に
韓
国
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
日
韓
会
談
の
妥
結
と
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
実
施
が
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

①
O
冨
、
前
掲
論
文
、
二
七
四
－
二
七
五
頁
、
前
掲
、
李
鍾
元
「
韓
日
国
交
正
常

　
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
二
九
〇
⊥
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㊧
　
「
吉
田
元
総
理
訪
韓
問
題
（
昭
和
三
九
年
八
一
一
〇
月
）
扁
六
（
閣
出
次
数
）

　
i
～
七
入
学
（
文
書
番
号
）
、
日
本
外
交
文
書
（
日
本
の
外
交
文
轡
は
、
「
日
韓

　
会
談
文
書
・
全
面
公
開
を
求
め
る
会
」
の
H
P
〈
耳
8
”
＼
＼
≦
≦
≦
臨
。
。
．
≦
区
ω
O
H
．

　
ω
臨
δ
無
職
げ
づ
＆
U
＼
a
プ
。
冥
。
｝
愈
＼
コ
箭
。
資
．
践
白
▽
よ
り
閲
覧
。
以
下
、
日
本
外
交

　
文
書
は
同
じ
要
領
で
表
記
す
る
）
。

⑳
↓
の
δ
ひ
q
塗
日
蹄
。
旨
〉
き
9
。
壁
国
ヨ
σ
器
。
。
く
ぎ
↓
o
ξ
。
8
穿
①
U
①
冨
博
ヨ
Φ
韓

　
o
｛
o
り
け
簿
ρ
尊
。
。
①
ρ
ω
Φ
讐
①
ヨ
σ
㊦
「
○
。
」
8
命
隠
8
丸
℃
鐙
∴
℃
融
噂
く
。
門
N
ρ
℃
p
訴
一
’

　
O
P
蕊
ゆ
為
誠
．

⑳
ζ
①
ヨ
o
H
彗
曾
ヨ
。
｛
O
葺
く
興
ω
p
・
叶
圃
。
登
ω
＆
冨
。
け
内
。
お
ρ
ω
9
叶
①
ヨ
σ
興
峯

　
一
〇
③
命
日
ω
閃
噂
霊
器
ω
o
h
幻
。
σ
興
け
毒
．
内
。
日
①
昌
じ
σ
o
×
ω
○
。
、
い
し
u
｝
臣
σ
類
蔓
．

⑳
冨
け
8
贋
ぎ
ヨ
窪
①
〉
営
ぴ
器
。
。
D
。
α
。
二
〇
丙
。
「
雷
（
し
d
8
≦
ロ
）
8
曄
の
〉
ω
ω
蜂
磐
叶

　
ω
Φ
臼
①
鐙
芝
。
団
ω
富
話
団
霞
凄
巴
臣
ω
3
旨
〉
鵠
鉱
房
（
ゆ
毒
身
）
．
ω
9
話
5
げ
窪
b
。
ピ

　
一
Φ
①
倉
莞
8
、
N
鴇
象
∴
℃
融
、
＜
o
一
ト
。
ρ
℃
蝉
嵩
一
、
暑
9
お
ふ
ρ

⑳
竃
Φ
唐
。
同
音
9
ヨ
。
臨
0
8
＜
Φ
誘
p
。
け
一
8
’
○
。
8
σ
興
b
。
篇
㊤
黛
Q
り
二
α
Φ
9
カ
○
零

　
冒
二
品
①
ω
Φ
幻
色
p
鉱
。
コ
朝
ζ
o
ヨ
。
肘
§
α
⊆
B
o
h
O
o
5
＜
①
匿
国
自
。
戸
O
o
8
σ
興
ω
篇
㊤
①
倉

　
び
。
夢
ぎ
℃
O
r
勺
。
｝
露
。
臥
〉
騎
鉱
吋
。
。
印
閑
①
｝
．
〉
お
蝉
菊
①
冨
臨
。
湧
替
蓋
¶
囚
○
囚
山
巷
彗
旧

　
菌
。
話
ρ
。
一
8
介
ゆ
霞
①
磐
o
h
男
四
「
網
島
肖
Φ
ヨ
〉
留
マ
ω
－
O
①
酵
鑓
一
コ
δ
ω
o
h
曄
。

　
O
曲
。
Φ
o
h
国
蒔
け
〉
ω
冨
ロ
》
匿
H
。
。
」
㊤
ミ
よ
野
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
．

⑳
　
「
型
d
ロ
瑚
朴
斜
刃
0
1
舜
潮
な
叫
釧
魍
曽
且
ユ
」
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
二
日
、

　
発
信
者
”
駐
日
大
使
、
受
信
者
日
外
務
部
長
宮
、
｝
〉
妻
－
｝
O
ω
露
、
韓
国
外
交
文

　
雷
一
、
「
群
明
神
斜
ス
T
d
a
司
号
朗
朴
直
d
『
県
官
見
エ
扁
　
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
瓢
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。
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第
三
章
　
泥
沼
化
の
は
じ
ま
り

第
　
節
　
日
韓
会
談
の
進
展
と
ベ
ト
ナ
ム
問
題

　
一
九
六
五
年
に
入
り
、
日
韓
会
談
は
急
速
に
妥
結
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
椎
名
外
相
の
訪
韓
で
あ
っ
た
。

韓
国
政
府
は
、
訪
韓
を
日
韓
交
渉
の
大
き
な
転
換
点
と
す
る
た
め
に
は
「
韓
国
国
民
に
強
力
に
好
意
的
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

強
調
し
、
韓
国
の
民
族
感
情
に
配
慮
し
た
発
言
を
到
着
声
明
で
行
う
よ
う
日
本
側
に
求
め
た
。
日
本
政
府
は
、
当
初
は
国
内
対
策
及
び
椎
名
の

政
治
的
立
場
か
ら
難
色
を
示
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
「
韓
国
で
の
記
者
会
見
で
記
者
団
の
質
問
に
応
じ
て
行
う
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

二
月
一
六
日
に
声
明
を
決
裁
す
る
段
階
で
、
（
椎
名
か
ら
）
「
韓
国
側
の
要
望
を
十
分
に
考
慮
し
た
表
現
に
な
る
よ
う
に
し
ろ
」
と
い
う
命
令
が

あ
り
、
こ
の
段
階
で
「
両
国
間
の
歴
史
の
中
に
不
幸
な
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
深
く
反
省
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
い
う
一
文
が
、
声
明
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
米
国
が
以
前
か
ら
韓
国
へ
の
世
論
対
策
と
し
て
日
本
側
の

謝
罪
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
一
一
月
に
も
金
束
酢
駐
日
大
使
の
要
請
を
受
け
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
、
「
過
去
の
植
民
地
支
配
へ
の
謝
罪
が
日
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

問
の
問
題
の
解
決
に
有
益
だ
」
と
懇
平
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
椎
名
の
到
着
声
明
は
、
交
渉
を
め
ぐ
る
緊
張
し
た
雰
囲
気
を
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

挙
に
和
ら
げ
る
の
に
役
立
ち
、
二
月
二
〇
日
に
日
韓
間
で
日
韓
基
本
条
約
が
仮
調
印
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
韓
国
政
府
は
日
韓
会
談
の
妥
結
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
へ
の
支
持
を
再
三
に
わ
た
っ
て
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
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月
｝
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
訪
米
し
た
李
外
務
部
長
官
は
、
米
国
政
府
高
官
ら
と
、
主
に
ベ
ト
ナ
ム
問
題
と
日
韓
会
談
に
つ
い
て
会
談
を

行
い
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
の
会
談
で
は
、
韓
国
政
府
が
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
を
支
持
し
て
い
る
と
強
調
し
、
追
加
支
援
の
意
思
を
表
明

し
た
。
ま
た
、
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
へ
の
決
意
と
、
そ
の
後
も
米
国
が
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
へ
の
希
望
も
伝
え
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
ナ
ム
政
策
に
対
す
る
韓
国
政
府
の
意
向
に
謝
意
を
表
し
、
日
韓
会
談
妥
結
後
の
米
国
の
対
論
支
援
の
継
続
を
保
障
し
た
。

　
李
の
訪
米
と
同
時
期
に
、
米
国
で
は
北
爆
開
始
に
伴
い
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
地
上
軍
派
遣
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
地
上
軍
派
遣
に
あ
た
り
、

ベ
ト
ナ
ム
以
外
で
の
米
国
の
軍
事
支
出
を
削
減
す
る
計
画
の
一
環
と
し
て
、
在
韓
米
軍
一
八
％
削
減
の
可
否
に
つ
い
て
韓
国
の
カ
ン
ト
リ
ー
・

チ
ー
ム
が
検
討
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
削
減
を
実
施
し
た
際
に
政
治
的
な
悪
影
響
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
た
カ
ン
ト
リ
ー
・
チ
ー
ム
は
、
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

韓
国
交
正
常
化
が
実
現
す
る
ま
で
は
、
韓
国
軍
お
よ
び
在
韓
米
軍
の
削
減
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
強
く
主
張
し
た
。
そ
の
後
中
央

情
報
局
、
国
務
省
、
国
防
総
省
の
各
機
関
が
、
韓
国
の
戦
闘
部
隊
を
南
ベ
ト
ナ
ム
の
基
地
防
衛
の
た
め
に
配
置
し
た
際
の
共
産
主
義
国
の
反
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
基
地
防
衛
の
た
め
に
韓
国
の
一
個
師
団
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
導
入
し
て
も
、
共
産
主
義
国
が
韓
国
や
南
ベ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ム
を
明
白
に
侵
略
す
る
こ
と
は
な
い
と
評
価
さ
れ
、
三
月
二
〇
日
に
は
、
韓
国
の
一
個
師
団
を
含
む
米
地
上
軍
の
派
遣
を
、
統
合
参
謀
本
部
が

マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
に
対
し
て
勧
告
す
る
に
至
っ
た
。
ラ
ス
ク
国
務
長
官
は
こ
れ
を
受
け
、
三
月
二
七
日
に
ブ
ラ
ウ
ン
駐
留
米
国
大
使
に
派

兵
の
可
能
性
に
つ
い
て
打
診
し
た
。

　
（
前
略
）
我
々
は
李
に
そ
の
よ
う
な
考
え
（
派
兵
）
を
明
白
に
受
け
入
れ
る
意
思
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
が
、
あ
な
た
が
そ
れ
が
李
の
推
定
や
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
訪
米
中
に
明
ら
か
に
し
た
よ
り
も
政
治
的
な
困
難
を
惹
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
懸
念
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
る
。

我
々
は
今
、
そ
の
よ
う
な
提
案
に
対
す
る
韓
国
政
府
と
民
衆
の
態
度
に
つ
い
て
の
十
分
な
判
断
と
、
そ
れ
が
明
白
に
受
諾
さ
れ
る
た
め
の
最
上
の
方
法
を

必
要
と
し
て
い
る
。
我
々
は
韓
国
の
部
隊
が
全
体
の
計
画
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
少
数
の
部
隊
を
除
き
）
、
こ
の
計
画
に
他
の
ど
ん
な
大
規
模
な
第
三
国
の
部
隊
も
望
め
な
い
た
め
だ
。
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こ
れ
に
対
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
三
月
末
、
韓
国
戦
闘
部
隊
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
案
は
韓
国
国
内
に
強
力
な
反
対
運
動
を
呼
び
起
こ
し
、
日
韓
国
交

正
常
化
反
対
闘
争
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
韓
国
政
蔚
の
立
場
を
さ
ら
に
弱
化
さ
せ
る
と
指
摘
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
実
現
後
に
、
米
国
の
十
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

支
援
を
保
障
し
つ
つ
派
兵
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
李
長
官
の
訪
米
中
に
、
韓
国
政
府
が
韓
国
戦
闘
部
隊
の
～
個
師
団
派
兵
を
考
慮

し
て
い
る
と
韓
国
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
韓
国
政
府
は
表
向
き
は
、
「
派
兵
要
請
は
受
け
た
こ
と
も
な
く
、
考
慮
し
た
こ
と
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
」
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
米
国
政
府
首
脳
は
、
前
記
の
理
由
に
加
え
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
軍
の
兵
力
比
率
が
解
放
戦
線
の
比
率
に
対
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
な
ど
か
ら
、
早
期
の
韓
国
軍
派
兵
を
望
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
国
務
省
は
、
戦
闘
部
隊
派
兵
問
題
が
韓
国
で
政
治
的
困
難
を
引
き
起
こ
す

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
韓
国
を
含
む
第
三
国
軍
の
導
入
が
急
を
要
し
て
い
る
と
四
月
半
ば
に
再
び
駐
韓
米
国
大
使
館
に
伝
え
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
コ
般
の
韓
国
人
は
心
理
的
に
国
際
的
な
舞
台
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
準
備
が
で
き
て
い
な
い
」
と
し
て
、
派
兵
が
韓

国
に
政
治
的
不
安
定
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、
韓
国
政
府
の
最
重
要
課
題
は
日
韓
国
交
正
常
化
で
あ
る
と
再
び
強
調
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
国
大
使
の
意
見
を
参
考
に
、
韓
国
戦
闘
部
隊
の
派
兵
が
対
日
関
係
に
悪
影
響
を
与
え
う
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
日
韓
会

談
は
、
李
長
官
の
訪
米
後
に
行
わ
れ
た
会
談
の
際
に
、
請
求
権
、
漁
業
、
在
日
韓
国
人
の
法
的
地
位
な
ど
の
重
要
懸
案
が
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
、
四

月
三
日
か
ら
は
最
終
条
約
案
が
作
成
さ
れ
る
段
階
と
な
っ
て
い
た
。

　
小
小
・
駐
日
米
国
大
使
館
の
懸
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
月
一
＝
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
米
太
平
洋
軍
司
令
部
で
開
か
れ
た
ホ
ノ
ル
ル
会

議
の
結
果
、
韓
国
の
戦
闘
部
隊
派
兵
は
米
国
の
作
戦
計
画
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
決
定
に
際
し
、
状
況
の
切
迫
性
と
と
も
に
、

韓
国
政
府
が
派
兵
意
思
を
継
続
的
に
表
明
し
て
き
た
こ
と
が
影
響
を
与
え
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ッ
ジ
（
国
議
曙
0
鋤
σ
9

い
。
接
Φ
）
駐
ベ
ト
ナ
ム
米
国
大
使
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
か
ら
韓
国
戦
闘
部
隊
の
追
加
派
兵
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
四
月
二
七
日

に
朴
大
統
領
に
伝
え
、
朴
は
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
ロ
ッ
ジ
は
こ
れ
に
感
謝
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

米
国
政
府
間
の
協
議
で
進
展
が
あ
れ
ば
ブ
ラ
ウ
ン
を
通
し
て
朴
に
伝
え
る
と
し
、
双
方
が
こ
の
件
を
極
秘
と
し
て
扱
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
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米国のベトナム戦争介入と日韓国交正常化（成田）

第
二
節
　
派
兵
を
め
ぐ
る
か
け
ひ
き

　
韓
国
戦
闘
部
隊
の
派
兵
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
米
国
は
日
韓
国
交
正
常
化
の
早
期
妥
結
を
さ
ら
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、

韓
国
で
は
再
び
日
韓
会
談
反
対
運
動
が
高
揚
し
て
い
た
が
、
青
米
両
政
府
は
朴
大
統
領
の
訪
米
の
成
功
が
反
対
運
動
を
抑
え
る
の
に
効
果
的
だ

と
み
て
、
訪
米
前
の
日
韓
基
本
条
約
調
印
を
望
ん
で
い
た
。
四
月
末
に
大
統
領
訪
米
の
準
備
及
び
野
党
指
導
者
の
説
得
の
た
め
に
訪
韓
し
た
グ

リ
ー
ン
国
務
省
極
東
担
当
副
次
官
補
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム
問
題
も
あ
る
た
め
、
米
国
と
し
て
は
日
韓
間
の
速
や
か
な
国
交
正
常
化
に
対
し
て
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

め
て
重
大
な
利
害
関
係
を
持
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
米
国
は
、
朴
訪
米
の
際
に
今
後
数
年
に
わ
た
っ
て
韓
国
に
異
例
の
（
¢
コ
ロ
ω
β
9
。
一
）
関
与

を
行
う
こ
と
を
表
明
す
る
と
決
め
て
い
た
が
、
訪
米
前
に
調
印
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
米
国
議
会
を
説
得
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

念
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
国
会
で
の
野
党
の
攻
勢
な
ど
の
た
め
に
、
訪
米
前
の
調
印
は
物
理
的
に
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
っ
た
。

　
こ
の
後
、
米
国
政
府
は
、
朴
訪
米
が
成
功
し
た
と
印
象
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
、
五
月
｝
七
日
か
ら
訪
米
し
た
朴
を
盛
大
な
歓
迎
儀
式

で
迎
え
、
共
同
声
明
で
は
、
B
韓
国
交
正
常
化
以
後
も
米
国
の
対
韓
軍
事
援
助
を
継
続
す
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
支
援
内
容
と
と
も
に
明
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
。
韓
国
各
紙
は
、
訪
米
に
よ
り
両
国
間
の
強
固
な
友
好
関
係
が
立
証
さ
れ
た
と
高
く
評
価
し
た
。
朴
訪
米
が
成
功
し
た
と
見
た
在
韓
米
国
大

使
館
の
ハ
ビ
ブ
（
筆
意
9
Ω
欝
σ
邑
参
事
官
は
、
五
月
二
五
日
に
牛
場
信
彦
審
議
官
な
ど
に
対
し
、
韓
国
政
府
の
困
難
な
立
場
を
強
調
し
、
懸

案
と
な
っ
て
い
た
竹
島
問
題
な
ど
に
つ
い
て
日
本
側
の
譲
歩
を
求
め
る
と
と
も
に
、
朴
訪
米
の
成
果
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
消
え
、
野
党
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

立
場
を
強
め
る
と
し
て
、
会
談
の
早
期
妥
結
を
促
し
た
。

　
一
方
、
韓
国
政
府
は
朴
大
統
領
の
訪
米
後
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
さ
ら
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
五
月
五
日
に
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
戦
闘
部
隊
派
兵
を
求
め
る
書
簡
が
届
い
て
お
り
、
韓
国
政
府
は
朴
訪
米
の
結
果
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

訪
米
の
結
果
を
受
け
、
韓
国
政
府
は
戦
闘
部
隊
の
派
兵
を
行
う
た
め
の
準
備
を
開
始
し
、
公
式
に
派
兵
要
請
を
行
う
よ
う
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に

　
　
　
　
　
　
⑲

も
要
請
を
行
っ
た
。
六
月
三
日
、
朴
大
統
領
は
、
現
在
開
会
さ
れ
て
い
る
国
会
に
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
議
案
を
提
出
す
る
つ
も
り
だ
と
ブ
ラ
ウ
ン
に

53 （281）



伝
え
た
。
朴
は
、
国
会
へ
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
議
案
の
提
出
は
、
日
韓
基
本
条
約
批
准
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は

朴
に
対
し
反
対
は
し
な
か
っ
た
が
、
派
兵
の
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
で
日
韓
会
談
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
国
務
省
に
対
し
て
は
、

ベ
ト
ナ
ム
派
兵
問
題
は
日
韓
国
交
正
常
化
の
実
現
後
か
、
少
な
く
と
も
世
論
の
反
応
を
見
極
め
て
か
ら
提
起
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
勧
告
し

た
。
国
務
省
は
こ
れ
を
受
け
、
B
韓
国
交
正
常
化
が
最
優
先
だ
と
い
う
認
識
の
も
と
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
米
国
が
再
び
こ
の
件
を
提
起
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
で
韓
国
に
公
式
要
請
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し
入
れ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
了
承
を
得
た
。

　
し
か
し
、
六
月
七
日
に
ウ
ェ
ス
ト
モ
ー
ラ
ン
ド
（
≦
跨
嗣
餌
5
P
O
．
≦
⑩
の
け
ヨ
O
同
①
一
2
P
畠
）
南
ベ
ト
ナ
ム
援
助
軍
司
令
官
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
が
危

機
的
で
あ
り
、
兵
力
の
増
強
以
外
に
対
処
す
る
道
は
な
い
と
し
て
、
韓
国
の
連
隊
戦
闘
団
を
含
む
専
一
〇
万
人
の
増
派
を
要
請
し
た
た
め
、
状

況
は
変
わ
っ
た
。
国
務
省
は
、
迅
速
に
派
兵
要
求
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
韓
国
戦
闘
部
隊
の
追
加
派
兵
が
日
韓
国
交
正
常
化
を
妨
げ
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
朴
が
派
兵
を
日
韓
国
交
正
常
化
の
代
替
と
し
ょ
う
と
し
て
い
る
可
能
性
が
な
い
か
を
緊
急
に
評
価
す
る
こ
と
を
駐
下
米

　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
大
使
館
に
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
朴
が
派
兵
は
韓
国
で
は
人
気
が
あ
り
、
B
韓
協
定
の
批
准
を
実
現
す
る
助
け
に
さ
え
な

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
米
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
の
公
式
要
請
を
遅
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
米
圏
が
困
難
な
立
場
に
立
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
派
兵
要
請
を
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
と
国
務
省
に
伝
え
た
。
国
務
省
は
翌
日
駐
南
ベ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ム
大
使
館
を
通
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
公
式
な
派
兵
要
請
を
行
う
よ
う
要
畏
し
た
。
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第
三
節
　
竹
島
問
題
へ
の
米
国
の
介
入

　
こ
の
時
期
、
日
韓
会
談
は
協
定
作
成
に
入
っ
た
段
階
だ
っ
た
が
、
竹
島
問
題
が
残
さ
れ
た
最
大
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。
韓
国
側
は
竹
島
問

題
が
政
治
的
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
交
正
常
化
と
結
び
付
け
て
議
論
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
日
韓
会
談
と
竹
島
問
題
を
一
括
し
て
妥
結
す
る
方
針
を
表
明
し
て
お
り
、
両
者
の
意
見
は
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
た
。
日
韓
会
談
の
妥
結
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

遅
れ
る
ご
と
を
懸
念
し
た
国
務
省
は
、
交
渉
の
早
期
妥
結
を
促
す
電
文
を
六
月
一
二
日
に
日
韓
両
大
使
館
に
伝
達
し
た
。



　
（
前
略
）
も
し
六
月
二
二
日
ま
で
に
合
意
が
で
き
な
け
れ
ば
、
我
々
は
（
中
略
）
最
終
的
な
交
渉
の
合
意
が
無
期
限
に
遅
れ
か
ね
な
い
と
憂
慮
し
て
い

る
。
同
時
に
、
我
々
は
交
渉
の
現
段
階
で
は
、
合
意
に
至
る
た
め
の
ソ
ウ
ル
と
東
京
の
双
方
で
の
高
度
な
政
治
決
定
が
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
長

く
続
い
て
き
た
交
渉
を
終
結
さ
せ
る
と
い
う
難
問
を
最
終
的
に
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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同
じ
電
文
で
、
国
務
省
は
日
韓
両
大
使
館
に
対
し
、
朴
大
統
領
と
佐
藤
首
相
に
、
交
渉
を
終
結
さ
せ
る
政
治
的
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
可
能
な
ら
ば
両
国
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
参
加
す
る
ま
で
（
六
月
二
一
百
ま
で
）
に
調
印
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
名
義
で
要
請
す
べ
き
だ
と
伝
え
た
。
ま
た
、
李
一
椎
名
会
談
が
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
な
限
り
早
く
設
定
さ

れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
両
大
使
が
促
す
よ
う
指
示
し
た
。
加
え
て
ブ
ラ
ウ
ン
に
対
し
て
は
、
朴
と
面
会
し
た
際
に
「
早
期
の
国
交
正
常
化
を
達

成
す
る
た
め
の
韓
国
政
府
の
能
力
を
強
化
す
る
と
予
測
さ
れ
た
（
朴
の
）
訪
米
と
関
連
し
て
払
わ
れ
た
相
互
の
努
力
の
後
に
」
国
交
正
常
化
の

機
会
が
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
大
統
領
の
個
人
的
な
望
み
を
伝
え
る
こ
と
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
対
し
て
は
、
駐
韓
米
国
大
使
館
が
同
意

す
れ
ば
、
「
竹
島
問
題
を
日
韓
協
定
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
韓
国
政
府
に
と
っ
て
は
大
き
な
国
内
問
題
と
な
り
、
韓
国
世
論
が
日
韓
協
定
を
承

認
す
る
と
い
う
見
通
し
を
危
う
く
す
る
」
と
い
う
米
国
の
信
念
を
強
い
調
子
で
伝
え
、
竹
島
問
題
は
日
韓
会
談
の
枠
組
み
の
外
で
考
慮
す
る
よ

う
佐
藤
に
示
唆
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

　
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
一
四
日
置
佐
藤
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
が
、
佐
藤
は
会
談
に
つ
い
て
は
楽
観
的
な
態
度
を
見
せ
た
が
、
竹
島
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

従
来
の
立
場
を
変
え
ず
、
「
米
国
が
公
式
に
圧
力
を
加
え
る
こ
と
は
逆
効
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
釘
を
刺
し
た
。
一
方
、
ブ
ラ
ウ
ン
が

一
五
日
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
際
、
朴
は
竹
島
問
題
が
協
定
で
言
及
さ
れ
た
際
に
韓
国
政
府
に
与
え
る
悪
影
響
は
日
本
政
府
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き
い
と
し
、
妥
協
案
と
し
て
、
協
定
の
中
で
竹
島
と
い
う
固
有
名
詞
は
出
さ
ず
に
、
「
協
定
の
中
で
解
決
さ
れ
て
い
な
い
残
さ
れ

た
問
題
は
、
そ
の
後
の
協
議
の
対
象
と
な
る
」
と
い
う
節
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
朴
は
、
こ
の
こ
と
で
双
方
が
竹
島
問
題
を
自
国
に
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

利
な
よ
う
に
解
釈
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
翌
日
、
協
議
の
た
め
に
策
京
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
駐
韓
日
本
外
交
官
事
務
所
の
前
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田
利
一
参
事
営
に
朴
の
提
案
な
ど
を
伝
え
、
竹
島
問
題
は
韓
国
で
は
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
韓
国
政
府
は
立
場
を
変
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
強
調
し
た
。
前
田
は
朴
の
提
案
に
関
心
を
示
し
、
日
本
政
府
が
朴
の
提
案
を
承
認
す
る
よ
う
支
援
す
る
と
述
べ
た
。

　
六
月
一
五
日
に
、
駐
日
韓
国
大
使
が
椎
名
外
相
を
訪
問
し
、
日
韓
会
談
の
各
問
題
点
の
解
決
に
関
す
る
日
本
側
の
協
力
を
求
め
た
結
果
、
各

条
約
及
び
協
定
の
本
調
印
日
時
が
六
月
二
二
日
午
前
に
定
め
ら
れ
、
李
外
務
部
長
宮
が
六
月
一
九
日
か
ら
東
京
を
訪
問
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

⑳た
。
李
は
一
七
日
に
ブ
ラ
ウ
ン
に
対
し
訪
B
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
告
げ
、
彼
は
喜
ん
で
東
京
に
行
く
が
、
交
渉
が
破
綻
す
る
危
険
を
冒
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
、
竹
島
問
題
に
対
す
る
立
場
を
変
え
る
用
意
は
な
い
と
し
、
米
国
の
援
助
を
求
め
た
。
た
だ
し
、
同
日
外
務
省
職
員
と
接
触
し
た
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
は
、
日
本
政
府
が
協
定
の
中
で
竹
島
に
つ
い
て
雷
及
し
な
い
と
い
う
韓
国
の
要
求
に
応
え
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

上
竹
島
や
他
の
問
題
に
つ
い
て
米
国
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
竹
島
」
と
い
う
言
葉
は
六

月
一
八
日
の
段
階
で
日
本
側
の
協
定
案
か
ら
も
削
除
さ
れ
、
他
の
点
を
巡
っ
て
最
後
ま
で
難
航
が
続
い
た
が
、
調
印
式
の
二
五
分
前
に
竹
島
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

関
す
る
交
換
公
文
の
条
文
が
確
定
し
、
一
一
二
日
に
予
定
通
り
日
韓
基
本
条
約
及
び
諸
協
定
（
以
下
日
韓
条
約
）
の
正
式
調
印
が
行
わ
れ
た
。
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第
四
節
　
優
先
さ
れ
た
派
兵

　
こ
の
後
、
韓
国
政
府
に
と
っ
て
は
、
国
内
の
反
対
運
動
を
抑
え
、
迅
速
な
条
約
批
准
と
派
兵
を
行
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
調
印
の
前
日
、

南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
既
に
韓
国
政
府
に
一
個
師
団
の
派
兵
を
正
式
に
要
請
し
、
金
国
防
部
長
官
は
、
同
日
ビ
ー
チ
（
］
∪
≦
一
〇
q
げ
什
　
国
■
ゆ
①
鋤
O
げ
）
在
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

米
軍
司
令
官
に
、
戦
闘
部
隊
の
派
遣
決
定
を
通
知
し
て
い
た
。

　
七
月
一
二
日
か
ら
韓
国
で
批
准
国
会
が
開
会
さ
れ
、
日
韓
条
約
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
案
が
議
題
と
な
っ
た
が
、
日
韓
条
約
批
准
を
め
ぐ
り
「
極

限
的
な
」
対
立
が
続
き
、
国
会
は
空
転
し
た
。
七
月
二
〇
日
に
与
野
党
間
で
党
首
会
談
が
行
わ
れ
、
一
度
国
会
を
閉
会
し
て
冷
却
期
間
を
煙
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
上
で
、
二
九
日
か
ら
野
党
も
審
議
に
応
じ
る
か
た
ち
で
再
開
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
の
間
、
二
七
日
に
一
〇
万
人
規
模
の
米
地
上
上
派

遣
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
可
能
な
限
り
の
圧
力
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
詳
し
い
内
容
は
不
明
だ
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
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大
統
領
か
ら
の
手
紙
を
朴
大
統
領
に
伝
達
し
、
こ
れ
を
受
け
た
朴
は
再
度
派
兵
を
確
約
し
た
。
さ
ら
に
、
同
日
与
党
は
日
韓
条
約
批
准
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ベ
ト
ナ
ム
派
兵
案
の
採
決
を
行
う
方
針
を
固
め
、
駐
韓
米
国
大
使
館
も
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。

　
七
月
二
九
日
か
ら
再
開
さ
れ
た
国
会
で
も
与
野
党
の
対
立
は
続
き
、
八
月
一
一
日
の
特
別
委
員
会
で
与
党
が
不
意
打
ち
で
審
議
を
打
ち
切
り
、

批
准
案
を
一
括
し
て
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
日
野
党
議
員
が
抗
議
の
た
め
に
総
辞
退
書
を
国
会
に
提
出
す
る
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
与
党
は
方
針
を
変
え
ず
、
一
三
日
に
は
「
戦
闘
部
隊
越
南
派
兵
同
意
案
」
、
一
四
日
に
は
「
硬
直
協
定
批
准
同
意
案
」
を
与
党

単
独
で
可
決
し
た
。
夏
休
み
が
明
け
る
と
、
学
生
た
ち
は
日
韓
協
定
批
准
無
効
を
叫
ん
で
連
日
一
万
人
規
模
の
デ
モ
を
行
っ
た
が
、
韓
国
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
こ
れ
に
対
し
二
四
日
に
非
常
警
戒
令
を
出
し
、
二
六
日
の
デ
モ
が
四
万
余
人
に
膨
ら
む
と
、
衛
戊
令
を
発
し
て
反
対
運
動
を
抑
え
込
ん
だ
。

九
月
か
ら
、
第
一
次
戦
闘
部
隊
派
兵
が
開
始
さ
れ
た
。

　
一
方
日
本
で
は
、
日
韓
条
約
調
印
へ
の
反
対
運
動
は
低
調
だ
っ
た
が
、
北
爆
開
始
以
降
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
へ
の
批
判
が
強
ま
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
を
日
韓
批
准
阻
止
と
結
び
付
け
る
動
き
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の
批
准
国
会
で
も
、
四
度
の
強
行
採
決
の
末
、

条
約
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
批
准
反
対
運
動
が
再
び
盛
り
上
が
る
こ
と
は
な
く
、
条
約
は
一
一
一
月
一
八
日
に
発
効
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領

は
、
条
約
発
効
を
歓
迎
し
て
同
日
声
明
を
発
表
し
、
国
交
正
常
化
が
「
両
国
に
重
要
か
つ
恒
久
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
自
由
国
家
社
会
を
強
化

す
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
一
一
一
日
に
は
駐
日
・
駐
韓
米
国
大
使
館
に
、
日
韓
国
交
正
常
化
実
現
ま
で
の
努
力
に
感
謝
す
る
メ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

セ
ー
ジ
を
送
付
し
た
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
お
よ
び
沖
縄
返
還
運
動
が
、
さ
ら
な
る
高
ま
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
工
兵
部
隊
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
た
韓
国
政
府
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
戦
闘
部
隊
派
兵
を
さ
ら
に
積
極
的
に
申
し
出
る

と
同
時
に
、
世
論
へ
の
対
策
と
し
て
、
米
国
の
対
韓
支
援
の
継
続
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
米
国
は
在
韓
米

軍
削
減
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
悪
化
を
背
景
に
、
米
地
上
弓
派
遣
計
画
の
一
部
に
韓
国
戦
闘
部
隊
を
組
み
込

む
こ
と
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
。
五
月
に
行
わ
れ
た
朴
訪
米
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
に
対
す
る
韓
国
世
論
の
反
発
を
和
ら
げ
る
た
め
の
米
韓
合

作
の
政
治
的
演
出
と
い
う
側
面
が
強
く
、
日
韓
に
は
そ
の
効
果
が
失
わ
れ
な
い
う
ち
に
早
期
に
会
談
を
妥
結
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
最
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後
の
難
関
と
な
っ
た
竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
切
迫
し
た
韓
国
戦
闘
部
隊
派
兵
の
必
要
性
を
背
景
に
、
米
国
が
日
本
に
譲
歩
を
迫
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
韓
国
側
の
案
に
近
い
形
で
交
渉
が
妥
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
韓
の
反
対
世
論
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
B
韓
条
約
は
発

効
し
、
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
関
与
は
そ
の
後
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
「
擁
叫
銀
着
磐
噛
魁
望
怨
ユ
。
暑
唐
国
薯
且
」
一
九
六
五
年
二
月
八
日
、
発

　
信
者
一
駐
目
大
使
、
受
信
者
　
外
務
部
長
窟
、
一
〉
毒
－
8
嵐
O
、
韓
国
外
交
文
書
、

　
「
二
翅
　
一
〇
暫
四
斗
ム
丁
漏
「
潮
宕
州
魯
且
エ
」
　
一
九
六
五
年
二
月
～
○
霞
、
発

　
信
者
　
首
席
代
表
、
受
信
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ω
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酵
ρ
尊
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H
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㎏
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一
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①
μ
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ビ
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5
－
内
O
冨
国
ρ
0
＼
く
①
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．
H
O
①
恥
1
①
①

　
ω
2
国
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
・

⑳
　
日
本
政
府
は
駐
韓
日
本
代
表
部
の
設
遣
を
求
め
て
い
た
が
、
藤
壷
政
府
は
国
交

　
正
常
化
前
の
設
概
は
時
期
尚
早
だ
と
し
て
拒
否
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
六
五

　
年
一
月
宋
か
ら
、
日
本
外
務
省
全
東
北
ア
ジ
ア
課
長
の
前
田
が
、
外
交
官
と
し
て

　
の
長
期
滞
留
と
外
交
官
用
車
使
用
の
認
可
を
四
国
政
府
か
ら
受
け
、
事
実
上
駐
韓
日

　
本
代
表
部
の
参
築
官
と
し
て
赴
任
し
た
（
『
京
詞
新
聞
』
　
一
九
六
五
年
一
月
二
七
日
）
。

⑲
　
日
皿
Φ
∞
q
毒
口
酔
。
ヨ
諺
ヨ
①
ユ
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葵
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げ
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ω
け
簿
ω
冒
慧
器
ρ
冒
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5
一
〇
③
9
℃
○
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一
巷
碧
－
姻
。
材
＄
Q
Q
．
O
＼
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＼
①
9
一
8
A
よ
①

　
ω
乞
獅
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
．

⑳
　
　
「
利
d
，
峠
二
兎
曽
ロ
τ
且
エ
」
　
一
九
六
五
年
六
月
一
五
日
、
発
信
者
に
駈
日
大

　
使
、
受
信
者
一
外
務
部
長
官
、
一
〉
芝
－
8
ω
一
〇
、
韓
国
外
交
文
書
、
「
d
三
。
翅
智

　
甦
曽
d
已
剛
殺
尋
笹
碧
」
　
一
九
六
五
年
山
出
門
月
一
八
日
、
発
信
回
者
　
外
務
部
長
官
、

　
受
信
者
　
駐
日
大
使
、
毛
H
＞
あ
①
b
⊃
刈
O
、
韓
国
外
交
文
書
。

⑪
↓
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〉
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選
田
鼠
ぴ
器
。
。
三
口
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o
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①
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①
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噂
日
O
鐙
よ
O

　
Q
。
乞
勾
．
韓
国
国
立
中
央
図
血
縁
．

⑳
　
　
王
O
τ
み
T
、
晶
削
掲
込
昌
昌
、
　
一
五
九
…
　
詣
ハ
三
百
バ
。

⑭
　
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
手
紙
は
六
月
一
四
日
付
と
な
っ
て
い
る
が
、
到
着
は
六
月

　
工
～
目
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
『
尊
君
起
暑
遇
叫
豆
唱
』
十
、
二
九
七
－
二
九

　
八
、
一
二
〇
一
頁
）
。

⑳
　
　
隅
東
亜
日
報
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一
九
六
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、
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、
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
と
日
韓
会
談
妥
結
の
相
関
関
係
を
、
日
韓
の
世
論
や
韓
国
の
兵
力
水
準
削
減
、
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派

兵
が
そ
れ
に
与
え
た
影
響
に
着
目
し
つ
つ
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
改
め
て
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
知
見
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
一
点
目
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
と
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削
減
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
両
者
は
米
国
に
と
っ
て
継
続
的
に
懸
案
で
あ
り
続
け

て
き
た
が
、
一
九
六
三
年
末
の
段
階
に
お
い
て
は
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
削
減
が
優
先
さ
れ
、
日
韓
国
交
正
常
化
は
そ

れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
両
軍
、
特
に
在
韓
米
軍
の
削
減
は
、
両
軍
の
維
持
が
共
産
主
義
の
拡
大
を
監

視
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
と
す
る
韓
国
政
府
の
立
場
を
危
機
に
さ
ら
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
韓
会
談
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
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韓
国
世
論
の
朴
政
権
へ
の
反
発
や
不
信
を
増
幅
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
。
韓
国
政
府
の
強
固
な
反
対
と
、
韓
国
の
日
韓
会
談
反
対
デ
モ
に

よ
る
日
韓
会
談
の
中
断
か
ら
生
ま
れ
た
危
機
感
か
ら
、
米
国
は
両
軍
の
削
減
を
留
保
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　
二
点
目
は
、
日
韓
会
談
の
進
展
と
韓
国
軍
派
兵
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
日
韓
会
談
の
停
滞
に
よ
り
、
両
軍
の
削
減
の
契
機
が
見
出
せ
な
い
中
、

ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
は
悪
化
の
～
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
韓
国
政
府
は
在
韓
米
軍
の
維
持
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
派
兵
意
思
を
表
明
し
た
。
両
軍
の
削
減
は
米
国
に
と
っ
て
懸
案
で
あ
り
続
け
た
が
、
一
九
六
五
年
に
入
り
日
韓
会
談
が
進
展
を
見
せ
る

と
、
会
談
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
在
韓
米
軍
の
削
減
実
施
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
が
切
迫
し
、
韓
国
以
外
の

第
三
国
の
支
援
が
見
込
め
な
い
中
、
米
国
は
一
貫
し
て
派
兵
意
思
を
表
明
し
て
き
た
韓
国
軍
の
派
兵
を
受
け
入
れ
る
以
外
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

　
三
点
目
は
、
日
韓
会
談
に
対
す
る
米
国
の
介
入
の
変
遷
と
日
韓
の
世
論
の
関
係
で
あ
る
。
日
韓
会
談
へ
の
介
入
に
あ
た
り
、
米
国
は
日
韓
の

国
内
事
情
に
合
わ
せ
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
米
国
が
日
韓
会
談
に
参
与
す
る
こ
と
は
、
韓
国
世
論
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は

有
効
と
み
ら
れ
た
が
、
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
介
入
を
深
め
て
い
く
時
期
に
お
い
て
は
、
日
本
世
論
の
反
発
を
生
む
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、

米
国
政
府
は
公
式
に
会
談
に
参
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
対
す
る
謝
罪
使
節
の
派
遣
や
竹
島
問
題
に
お
け
る
譲
歩
の
從
心
葉
、

朴
訪
米
の
際
の
効
果
的
な
演
出
を
通
し
、
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
結
果
的
に
、
韓
米
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
よ
り
相
対
的

に
無
関
心
で
あ
っ
た
日
本
世
論
が
日
韓
会
談
に
反
発
を
強
め
る
寸
前
に
、
日
韓
会
談
は
「
高
度
な
政
治
決
定
」
に
よ
り
妥
結
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
の
削
減
、
日
韓
会
談
、
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
と
い
う
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
う
中
、
日
韓
会

談
妥
結
の
直
後
に
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
開
始
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
推
移
に
伴
う
状
況
の
激
変
の
中
で
、
「
過
去
清
算
」
の
問
題

は
不
可
視
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
問
題
の
解
決
を
意
味
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

【
付
記
】
本
研
究
は
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
一
五
J
O
七
三
＝
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）
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The　Correlation

US　lntervention

between　Japan－ROK　Diplomatic　Normalization　and

in　the　Vietnam　War，　Focusing　on　ROK　Armed

　　　　　　　Forces　Dispatches

by

NAR工TA　Chihiro

　　NegotiatioRs　over　JapaR－ROK　（Republic　of　Korea）　diplomatic　normalization

were　origiRally　aimed　at　coming　to　terms　with　JapaRese　coionial　rule．　The

negotiatlons　were　arduous　and　it　took　nearly　14　years　to　reach　an

agreement．　However，　the　negotiations　can　be　characterized　as　trilateral

because　the　US　government　took　part　in　them　from　the　first　with　the

iRtention　of　strengthening　the　ties　among　free　nations　iR　East　Asia．　This

paper　examines　the　primary　factors　iR　the　simultaneous　conclusion　of　Japan－

ROK　diplomatic　normalization　and　US　intervention　in　the　Vietnarn　War，

focusing　on　the　interrelationship　of　three　factors：　reduction　of　United　States

Forces　Korea　（USFK）　and　ROK　Armed　Forces　（ROKAF），　public　opinion　in

Japan　and　South　Korea　over　the　Japan－ROK　talks，　and　dispatch　of　ROKAF．

　　IR　the　first　section，　1　review　the　progress　of　Japan－ROK　negotiations　in　the

early　1960s　and　South　Korean　and　American　policy　toward　Vietnam．

Immediately　after　the　estab｝ishment　of　his　regime，　the　administration　of

Park　Chung－hee　in　South　Korea　demonstrated　a　positive　stance　toward　the

normalization　of　Japan－ROK　relations　and　the　dispatch　of　troops　to　Vietnam

from　the　standpoint　of　beiRg　of　benefit　to　free　nations，　but　due　to　the

negative　stance　of　the　lkeda　Hayato　government　in　Japan　that　feared　the

domestic　reaction　to　the　military　regime，　Japan－ROK　negotiations　were

suspended．　The　Kennedy　administration　in　the　US　sought　an　early

conclusion　of　negotiations　and　promoted　them　aggressively，　but　was　wary　of

South　Korean　involvement　in　Vietnam．　However，　when　the　situation　in

Vietnam　deteriorated　after　1963，　the　US　government　with　the　Vietnamese

situation　ln　mind　planned　for　a　reduction　of　USFI〈　and　ROKAF　aRd

attempted　to　compensate　this　through　the　normalization　of　JapaR－ROK

relations．　Sensing　a　crisis，　the　South　Korean　government　increased　its

demands　for　the　maintenance　of　existing　troop　levels　aRd　efforts　to
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strengthen　relatioRs　with　the　US　government　with　an　eye　on　reaching　an

early　conclusion　of　Japan－ROK　negotiations．

　　In　the　second　section，　1　examined　the　responses　of　both　the　South　Korean

and　US　governments　in　response　to　the　Japan－ROK　negotiations　and　the

Vietnam　problem　from　the　end　of　1964　to　the　commencement　of　Japan－ROK

negotiations．　The　reduction　of　USFK　and　ROKAF，　which　had　become

established　policy，　was　interrupted　due　to　the　iRteRsification　of　movement

against　Japan－ROK　negotiations　in　South　Korea，　and　the　US　government

placed　priority　on　reallzation　of　the　normalization　of　Japan－ROK　relations

rather　than　the　reduction　of　the　armed　forces　of　both　countries．　The　South

I〈orea　government　also　sought　the　direct　involvement　of　the　US　in　Japan－

ROI〈　negotiations，　but　was　ttnable　to　discover　an　effective　measure　due　to

worries　that　American　involvement　would　elicit　a　negative　reaction　in

Japanese　public　opinion　which　became　critical　of　US　in　regard　to　the　Gulf　of

Tonkin　lncident．　With　the　birth　of　the　Sat6　Eisaku　government，　which

emphasized　US　Asian　strategy　over　Japanese　public　opinion，　Japan－ROK

negotiations　were　recommenced．　Likewise，　the　United　States　reversed　its

inltial　position　and　deepened　relatioRs　with　South　1〈orea　because　the　South

Korean　government　had　attempted　to　cooperate　positively　with　American

policy　amidst　the　iRtensifying　Vietnamese　situation．

　　In　the　third　section，　I　examille　in　deねil　how　agreement　was　reached　in

Japan－ROK　negotiations　and　ROKAF　were　dispatched　to　Vietnam．　The　South

Korean　government，　which　had　dispatched　a　company　of　military　engineers

to　South　Vietnam，　actively　volunteered　to　send　additioRal　ROK　army　troops，

and　at　the　same　time　firmly　demanded　the　co面nuation　of　American　aid　to

South　Korea　as　a　pub｝ic　relations　strategy．　For　this　reason，　the　US

government　was　unab｝e　to　implement　the　reduction　of　USFK；　and　with　the

worsening　situation　in　Vietnam　as　the　background，　ROKAF　were

incorporated　in　the　plans　to　dispatch　American　ground　troops．　Parl〈’s　May

visit　to　the　US　had　a　strong　aspect　of　political　theatre　that　was　produced

dually　by　the　US　and　South　Korea　in　order　to　mollify　South　Korean　public

opinion　to　the　normalization　of　Japan－ROK　relations，　aBd　the　US　and　South

Korea　sought　early　agreement　in　the　negotiations　in　order　not　to　ruin　the

effect．　ln　regard　to　the　final　difficult　hurdle　of　the　Takeshima　issue，　with　the

pressiRg　necessity　of　the　dispatch　of　ROKAF　as　the　background，　an

agreement　was　reached　in　the　negotiations　that　was　close　to　the　South

Korean　position　as　a　result　of　the　pressure　applied　by　the　US　on　Japan　to

compromise．　The　Japan－ROK　basic　treaty　then　went　into　effect　without
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regard　for　the　opposition　in　public　opinion　iR　both　South　Korea　aRd　Japan，

and　the　iRtervention　of　South　Korea　and　the　US　in　Vietnam　continued．

　　In　the　last　section，　1　summarize　tke　contents　and　make　the　following

conclusioRs．　The　United　States，　which　was　forced　to　accept　the　dispatch　of

ROKAF　instead　of　reducing　USFI〈　in　1965，　strove　for　an　early　agreement　in

the　negotiations　while　trying　to　avoid　antagonizing　public　oplRioR　in　Japan

and　South　Korea．　For　this　reason，　the　Regotiations　were　brought　to

conclusion　just　prior　to　the　strengthening　of　opposition　to　Japan－ROK

negotiations　iR　Japan　that　would　result　from　the　dispatch　of　American　and

ROK　troops．

The　Policy　of　Tang－style　Sinification　and　the　Reception　of　the

　　　　　　　　　Concept　ef　Auspicious　Omens　in　Ancient　Japan

by

OsHlo　Kei

　　The　aim　of　this　article　is　to　grasp　the　significance　of　auspicious　omens

（sho－2uz）　in　the　context　of　the　policy　of　Tang－style　Sinification　aRd　clarify　the

reception　of　Chinese　conception　of　auspicious　omens　in　ancient　Japan．　Two

periods　when　records　of　auspicious　omens　were　particuiarly　rare　are　the

object　of　my　analysis：　these　are　the　Tenpy6　H6ji　era　under　the　regime　of

Fujiwara　no　Nakamaro　and　the　early　Heian　period　from　the　K6nin　to　the

Kash6　era　during　the　reigns　of　the　emperors　Saga，　Junna，　and　Ninmy6．

　　In　the　first　section，　1　indicate　that　there　were　cases　of　auspicious　omens

not　being　recorded　due　to　the　humility　of　the　emperor　duriRg　the　Latter　Han

dynasty．　The　fact　that　there　was　a　tendency　to　denigrate　auspicious　omens

and　emphasize　practical　poiitics　during　the　Tang　has　beeR　pointed　out　in

earlier　studies，　but　when　considering　attitudes　toward　auspicious　omens　in

Japan　from　the　9th　century　onward，　the　Latter　Han　attitude　toward

auspicious　omens　is　important．　Moreover，　on　the　relationship　between

auspicious　omens　and　calamities，　prevlous　scholarship　has　argued　there　was

a　direct　correlation　between　the　two，　but　on　reexamination　of　the

relationship，　1　have　clarified　that　there　was　a　tendency　for　the　number　of

auspicious　omens　to　decliRe　as　the　number　of　calamities　increased．　Behind
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